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「綾あや子こ」

　シーツの冷たさが心地良いくらい身体が火照っている。

　電気を消したホテルの部屋。厚い遮光カーテンで光を遮られたダブルベッドの上で四つん這いになり、後ろから激しく突かれることが気持ち良いなんて知らなかった。

　ぐちゅぐちゅというお互いが結合した部分から鳴る音と自分の喘ぐ声がしっとりと部屋に響く。

　自分は色気の欠片もない人間だと思っていたのに、内腿を濡らす蜜は絶え間なく流れ続け、枯渇することを知らない。

　それどころか、身体を繋げれば繋げるほどに溢れやすくなっている気がする。きっと相手が彼だからだけれど、すぐに忘れることにした。

「ああ、すごい音。感じてくれて嬉しい」

「ひ……あっ」

　力が入らなくなってシーツの上に倒れ込んでも、彼の執拗な律動は終わることを知らない。

　下肢からせり上がってくる官能の渦は脳内を麻痺させて、もう何も考えられない。

「いつも、いつもすごい締め付けてくる。ねぇ、良すぎるって、知ってる？」

「だって、だって、激しい……っ」

　背中に唇で強く吸い付かれ、その痛みは快楽に繋がってきゅっと締まった。

　彼の太くて硬いその形を下腹部は覚えていて、中の襞はそれを虜にしようともっともっとと貪欲に蠢く。

　一度目が体を解すような優しい睦み合いのようで、二度目は想いをぶつけ合うような激しさだ。

　最奥を容赦なく突かれ抉るような動きは、甘い痛みとそれ以上の喜びを伴なう。

　心も身体も蕩けるような気持ちの良さなのに、私達は曖昧な関係で──。

「も、もう……」

「なに、イきそう？」

　違う、もうこの関係はどこかで区切りを付けないと。

　それなのに蜜洞の蠕動は彼の全てを絞り取ろうとするのだ。

　それは彼との関係を継続させるだけなのに。

「ああ……、離れたくない」

　彼はいつもそう言って体中にキスをしてくる。

　親密な愛情表現に心が震えて、足の指がくるまり、腰が浮かび上がった。

　お互いが息を吹き込むような激しい口づけは、いつも指を絡ませあいながらだ。

　狂おしいほどの歓びのうねりが、体中を支配する。

「イっちゃう……っ」

「僕も……っ」

　太腿を抱え上げ限界まで広げられて、激しい律動で腰を打ち付けられる。

　乳房の尖端を捏ね上げられると、狂おしいほどの甘い波に押し上げられて、静けさの海に落とされた。

　弛緩して動けない身体を抱き締めながら、彼は呼吸を整える。汗ばんだ肌の温もりに包まれる安心感は、沈みがちな心を満たしてくれた。

　この関係はいつまで続くのだろうと、不安なのに止められない。

　ああ、これがセックスと男に溺れることかと、身をもって知った。
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　天気予報は晴れのち曇り、降水確率はニ十パーセント。

　聞き流していた朝の情報番組でも言っていたし、スマホの天気予報でも確認した。

　ニ十パーセントの確率が当たってしまったらしい。冷たい雨が降っている。先程から降り始めた小雨が、コートと髪に小さな水滴となってくっついていた。

　菊きく池ち綾子は歩く速度を緩めて、どんよりとした夜の空を見上げる。オフィス街の街灯はそんなに明るくない。街路樹も多いせいか鬱蒼とした感じもあるかもしれない。暗くなる前に帰れということを仄めかされているようだ。

　同時に明日からこの道を歩くことはないのだという事実を思い出し、胸がキュッと締め付けられた。綾子は肩に掛けているバッグの取っ手を掴んで唇を引き結び、地下鉄駅へと続く道へと歩く速度を速める。

　今日、予定よりも一ヶ月早く派遣の契約が終了した。頑張りと結果は比例しない。甘い期待とは真逆の結果だったから猶更だ。

　努力も才能だというが、正直、それだけ生きていけた頃が懐かしい。

　勉強『は』出来た子。自分で自分をそう揶揄しそうになって、メンタルが不安定だなと実感する。

　コーディネーターの最初の仕事説明では更新ありだったし、正社員登用もあるという話だった。まぁ、予定は未定ということだ。会社の業績が常に安定しているわけではない。

　恨むべきは一人暮らしの生活優先で、何となく派遣社員を選び続けている自分自身だろう。

　一緒に働いていた人たちは上司の決定に気まずさを感じたのか、ここ一カ月程は気を使われていた。有志で用意してくれた送別の高級チョコレートの箱が入った小さな紙袋はバッグの中に入っている。

　本当に良い人たちだったからこそ、笑顔で職務を全うした。できれば、ずっと働き続けたかった。

　綾子はふぅっと息を吐く。

　自分が明日から現場を離れても、会社も人も変わらないという事実はいつもやるせない。

　早く地下鉄の階段を降りてこの雨をやり過ごしたいけれど、このまま帰路に着けばネガティブな感情に呑み込まれて、眠れなくなるのはわかっている。

　一人布団にくるまってどうしてこうなったのか、脳内で人生のアルバムを捲りながら一晩中振り返るのは避けたい。

　地下鉄へと下る階段を前に立ち止まった。

　微かに痛むこめかみを抑え、人通りを避けて端に寄る。呼吸を整えて今夜の過ごし方を真面目に考えた。

　ネットカフェに行って、一晩でも読み終わらない漫画を積み上げて寝落ちするとか、家でアニメかドラマのシリーズをイッキ観して寝落ちとか。

　我ながら色気ゼロだが、どちらも限界まで没頭して気絶作戦はできそうである。

　こういう時に男と酒に頼れば失敗するのだろう。

　経験としてよく語られがちな黒歴史に身を投じるつもりはなかった。

　ただでさえ落ち込んでいるのに、自分を責めるような状況を自ら作りたくない。

　強く拳を握ってみたが、自分には男友達も彼氏もいないから心配するだけ無駄だった。

　そのことには不思議とあまり落ち込まない。選ぶなら男より安定した仕事だ。そろそろ、働き方を考えないといけない。

　綾子はスマホをバッグから出して、無目的にロックを解除する。

　やはり何かワンクッション置いて、気分を一度リセットしてから家に帰りたいと心から思う。

　漫画も動画も楽しめるネットカフェが最善かなと、女子専用フロアがある一番近い店を探すために検索を始めた。

「綾子？」

　後ろから自分の名前を呼ばれる。心の中で首を傾げた。こんな地元から離れた都会で知り合いに偶然会うなんてことがあるはずがない。

　知っている声に似ていただけに、気付かないフリを仕切れなかった。それに当人ならば、この状況では本当に会いたくない。

　空耳だったのだと思うことにして、綾子はスマホでネットカフェ探しに再び集中しようとした。

「やっぱり綾子じゃん。ここら辺が職場なんだ。てか、超久し振りだけど、元気だった？」

　え、本当に知り合いなの。親し気に話し掛けられて、さすがに無視できなくなる。

　それにしてもしっかりめに壁を作っているのに、どうして負けずに話しかけてくるかな。

　ああ、でもこういう人だ。綾子は微苦笑する。

　一人でいるクラスメイトに屈託なく話しかけて、さりげなく輪の中に入れてくれるような、人気者のお節介。

「綾子」

　肩の上に手を置かれて観念した。今一番元気が無いのに、何と答えようか。

　社会に出て培った笑顔を浮かべて相手を見上げる。──やはり、橘たちばな啓けい太ただ。

「……こんばんは。久し振り」

　高校卒業ぶりの再会。学生服だった啓太は今や立派なスーツに身を包んで、あの頃と同じ笑顔で目の前にいた。

　相変わらず、嫌味なくらい男前だ。

　本人曰く、身長はギリギリ百八十センチ。骨格がしっかりしているから、印象としてはごついのだけれど、手足が長い上に顔が小さいので、スタイルが良く洗練して見える。

　同じく傘をさしていないのに、なんでこんなに精彩を放っているのだろう。自分は湿気で髪の毛がぼさぼさなはずなのに。

　啓太は起業したのだと風の噂で聞いた。

　綾子自身、大学に入ってから始めた一人暮らしは、生活費をバイトで稼いでいたから、友達と遊ぶ暇など無かった。同窓会なども断っていたので、啓太の近況は人づてで聞いた内容しか知らない。

　ただそれを誰かから聞いた時、相変わらず優秀なんだなと感心した。

　実際、啓太を目の前にしてみると、責任感とか経験がプラスされているのか神々しくも見える。

　会えて嬉しいというより、違う時に会いたかったという気持ちが先に立った。昔はもっとシンプルな気持ちで生きていたのにと、自分に嫌気がさす。

「久し振りだね。元気だよ。啓太は元気そうだね。良かった」

　見上げて痛む首を我慢して、にっこりと微笑んだ。目がしょぼしょぼしてうまく笑えていない気もするが、常識人としてのマナーは守った。

　弱っている今、橘啓太は絶対に避けなくてはいけなかった。高校時代の半分以上はつるんでいたのだ。だから、今取り繕ってもきっとバレてしまう。

　そして高校時代に親友だった異性の同級生と再会とか、絶対に『失敗する』パターンだ。

　綾子は自然と身構えた。

「えらく下向いてる人がいるなと思ったら、綾子だったんだよ。やっぱ落ち込んでるんだ」

「げ、元気だって言ったし。落ち込んでなんかないし」

　図星な指摘に前のめりで言い返す。

　こっちが元気だって言っているのだから、気を利かせて話を合わせてくれてもいいじゃないか。

「元気じゃない時、だいたいそんな態度だよな」

　わかりやすっ、と笑みながら、肩をポンポン叩かれる。

　男性の手の重みに硬さ、加減しても強く感じるその力。綾子は唇を真一文字に引き締めた。

　成績順位で負けた時、勝った啓太にこうやって慰められていたことを思い出す。彼に負けても全然悔しくなかった。それくらい優秀だったから。

　キラキラした思い出に心がぐらぐらと揺れ始める。喉の奥がツンと痛くなり、目の奥が熱を持った。この泣きたい衝動は本当に良くない。

　そんな自分の焦りを知らない啓太は、笑顔で話を続けてくる。

「せっかくの再会だからさ、ちょっと飲もうよ。酒、大丈夫？」

　ビクリとした。今一番避けたいコースが目の前に敷かれた。

　綾子は気持ちだけ三歩ほど後退る。

「ま、また今度」

　啓太が軽く片眉を上げた。永遠に約束が果たされない、社交辞令の匂いを感じたのかもしれない。

　肩をポンポンとまた叩いてくる。

「軽く、軽く一杯だからさ」

「どっかのおじさんみたいな誘い方になってるよ」

　引こうとしない啓太にボソリと言うと、彼は破顔した。

「だってもうおじさんだし。……高校生じゃない」

　行こう、と啓太に手首を掴まれる。イエスの返事以外は求めていないらしい。

　気力を振り絞って、断る為に啓太を見上げた。もう立派な社会人になった彼と目が合う。

　真っ直ぐな目に見据えられて、高校時代の充実していた日々が頭の中を駆け巡った。

　一生懸命に気を張っているのに、このまま一緒にいると確実に泣いてしまう。

　手首を掴まれていない方の手を握りこんで、手の平に爪の痛みを感じるくらい食いこませた。

　人生なんて出来事をどう捉えるかで、どこで間違ったんだろうと考えても無駄だ。でも運命を嘆いて、何かのせいにしたい時だってある。今が、それだ。だから、一人で気持ちを整えたい。

　ぐらぐらしている気持ちを引き締めるように、綾子はぐっと体中に力を入れる。

　本当は思い切り泣きたいし、誰かに言葉を選ばずに愚痴りたい。

　久し振りに再会した相手にそうしてしまいそうだ。素直な気持ちが溢れ出しそうで怖くなり視線を下げた。

　啓太に掴まれている自分の手首が目に入る。くるりと大きな手に包まれて、とてもか弱く見えた。

「……今日は」

　失業したばっかりで、かなり落ち込んでいる。

　明日は派遣会社から仕事紹介の連絡があるか、ドキドキしながら待たないといけない。まだ若いし連絡はあるだろうけれど、良い人間関係の職場かどうかはわからない。このまま派遣の仕事というのはスキルが育たない未来しか見えなくて怖い。

　なによりも、契約を切られたということが、人格を否定されたみたいで、とても辛い。

　ああ、だめだ。綾子はますます視線を下げる。

　じんわりと目尻に浮かんできた『水』をどうしてくれよう。さっそく泣いてしまっているではないか。

「話ならいくらでも聞くから、行こう」

　引かない相手に思わず顔を上げ、涙が頬を流れた。啓太の目が驚いたように僅かに開く。

　久し振りに会った相手に涙を見せるのはいたたまれない。

　できれば走ってダッシュで逃げたいのに、啓太がスーツのポケットからハンカチを取り出して差し出してきた。びっくりするほど、スマートだ。

「私の話は、いいよ。でも、ありがとう。」

　ハンカチの受け取りを丁寧に辞退して、薄っすら頬を流れた涙を手の甲で拭う。

「ほんと、またの機会に……」

「個室の居酒屋、良い所を知ってるから」

　ハンカチをポケットに片付けた啓太は、綾子の手を握って歩き出した。

　え、と驚く間もなく、身長差は二十センチ以上の男性に引っ張られて、足は勝手に一歩を踏み出す。

「あのね、断ってるんだってば」

「わかってるよ。それくらい」

　強引さに呆気にとられるも、心の奥底の方で喜んでいる自分がいるから厄介だ。この心の隙間が失敗を呼び込む。

「じゃあさ、僕の話を聞いてよ」

　斜め前を歩く啓太は、軽く天を仰いで言った。綾子は状況が理解できずきょとんとしてしまう。

「なかなか、綾子みたいに何でも話せる人がいなくてさ。気を使わずに喋ることに飢えてる」

「……いや、気、使ってよ」

　綾子は本音を漏らすと、啓太が笑いを堪えたのがわかった。

「何で笑うの」

「いや、性格って変わらないんだなと思って」

「こっちの台詞だし」

　掴まれた手首が温かい。啓太に会う前に比べて、ガチガチだった心がちょっと緩んでいた。

　綾子は後ろから彼の横顔を見上げて、微苦笑を浮かべる。

　相変わらず男前で、昔から本当に良い奴だった。

　変わっていないのは啓太だよと、心の中で話し掛けた。

　

　

　飛び込み客だったのに、すんなりと入れた居酒屋の個室の席。

　九十分という時間制限付きだったけれどその方が都合が良い。平日のお陰にしても、やはり運がいいと思う。啓太の日頃の行いが良いのだろう。

　タッチパネルでお酒や食事をいくつか注文をしたところで会話が途切れた。しん、と空間が静かになる。

　掘りごたつ式のテーブルを挟んで、前に啓太が座っていた。スーツのジャケットを脱ぎ、ネクタイを緩めて第一ボタンを外した彼の完全プライベートモードは目新しい。頼りがいがあるようにしか見えなくて、綾子は内心で焦っていた。

　弱っている時に酒と男で失敗コースになりがちな理由がよくわかる。

　綾子は面接のように背筋を正して、自分の気持ちを緩ませないために話を振った。

「えっと、樹いつきさんは元気？」

「……最初にあいつの話ね。元気なんじゃないかな。そっちこそ、連絡は取ってないの」

　樹とは、啓太の兄で高校三年生の夏に告白されて交際をしていた人だ。あまりにも清く正しい付き合いだったので、共通の話題にと思ったのだ。

　だが、確実に会話選びに失敗したことを、啓太の一瞬纏った厳しい雰囲気でわかった。

　付き合うことになった時も、反応がとても悪かったことを思い出す。

　当時学年成績一位の啓太の家で、万年二位の綾子は一緒に勉強をさせてもらっていた。

　啓太の実家は地元では評判の良いクリニックを経営していて、家が広くて大きかったのだ。

　おまけにお金持ちの彼の家は静かで、図々しくも図書館代わりに使わせてもらっていた。

　共働きで頑張ってくれた両親には悪いが綾子の家は広くはなく、まだ小学生だった弟妹が走り回ったりもしていたので、集中して勉強するのが難しい環境だった。

　テスト前は特に静けさを求めて、啓太に泣きついてお邪魔していたのだ。啓太の両親も快く受け入れてくれて、とても感謝している。

　樹からも、ときどき勉強を教えてもらっていた。それがきっかけで付き合うことになったのだが、大学に合格してからしばらくして自然消滅してしまった。

　実際にはあの頃も付き合っていたといえるのかも疑わしい。

　原因はバイトに明け暮れた自分にあるのはわかっている。それからまったく連絡を取っていない。

「樹さんと連絡を取ってたら、どうしてるかなんて聞かないし」

「ふぅん。僕も兄さんとはプライベートは話をしないから。でも母さんは、綾子のことを聞いてくるよ。元気かとか、連絡を取ってないのかとか」

　ははは、と笑いながら、墓穴を掘ったことに気付いた。

　近況を人に話さない理由は国立大にストレートで合格したのに、派遣で仕事をしているという状況のせいだ。

　それを人に話した時に僅かにできる間を何度か体験し、あまり話さない方がいいのだと学習をした。

　勉強の場を提供してくれた啓太の両親にも何だか申し訳ないと感じる。

「おばさんは元気？　若々しくて、肌とか艶々で綺麗だったなぁ」

「日傘と日焼け止めに命を懸けてるところはあるよ」

「きれいにも努力が必要なんだね……」

　会話が途切れてしまい、どうしようかと悩んでいると料理が運ばれてきた。助かったと胸をほっと撫でおろす。

　揚げ出し豆腐、軟骨の唐揚げ、キャベツのサラダ……と並んでいく料理と、頼んだ覚えのないビールが二杯、目の前に置かれた。失敗の元を自分から頼んだ覚えはない。

「……啓太、頼んだ？」

「頼んだ。せっかく二十歳過ぎて初めての食事だし。乾杯が済んだらこっちに回してよ。僕が飲むから」

　確かに頼んだウーロン茶も一緒に運ばれてきている。

「乾杯はビールとか、おじさんみたいなんだけど……」

「無難ってことだよ、無難」

　大人になって初めて一緒に食事をする乾杯が、お茶というのも確かにちょっと寂しい。

　飲んでもらえるなら良いかと、綾子は乾杯のために手に取ると、啓太が自分のグラスを持ち上げた。

「じゃ、再会に乾杯」

「乾杯」

　カツンとグラスを軽く合わせて、一口だけ飲んだ。ビールはそんなに得意ではないけれど、最初の数口はとてもおいしく感じる。

「で、何があったの」

　ビールをテーブルに置いて、唐揚げに箸を付けた所で啓太が単刀直入に聞いてきた。

　潔すぎる切り込みに綾子は動揺を隠すために、近くにあったビールの入ったグラスの取手を再び掴む。

　数口呑んだ後、グラスを置いて息を整えてから口を開いた。

「……啓太の話をしてよ」

「うーん、綾子のことが気になる」

　にっこりと食えない笑顔を浮かべた啓太は、テーブルの上で頬杖を付く。

「僕、綾子は男に振られたと予想しているんだけど」

　自分は彼女がいるかそういう発想になるのだろうが、見当違い過ぎて顎が落ちる。

　恋愛より生活費を稼ぐことがずっとテーマだ。

「綾子みたいな性格も良い美人を振るなんて、どんなバカなのか。聞かせてよ」

「……」

　性格が良いのも男前なのも啓太だろう。変に気を使われる方がダメージが大きい。

　悩む恋愛がない事実にいたたまれなくなり、再びビールが入ったグラスに手を伸ばした。

　寸でのところで啓太がグラスの胴を掴んで自分の方に引き寄せる。

「何よ」

「いや、酒に弱いからウーロンにしたんでしょ。乾杯用には頼んだけど、無理して飲まなくて良いよ」

「お酒に弱いわけじゃないよ」

「だったら尚更、飲まない方が良い。落ち込んでいる時は飲み過ぎる」

　言葉に詰まる。いつだって啓太は正しいが、男が原因という読みは間違っている。

「どんな事情で振られたの。その男、殴りに行こうか？」

　笑顔なのに怖いとはこのことだ。啓太は本当に今すぐ存在しない男の所に行きそうで、綾子は眉根に深い皺を寄せた。

「いない相手を、どう殴りにいくの」

「じゃ、まだ付き合っている男が、バカな事をしたんだ」

「いない相手にどうバカなことをされるの。彼氏がいる前提で話をされると普通に落ち込むんだけど。ねぇ、この会話、意味ある？」

　殴るとか滅多なことを言わないでよ、と綾子はげんなりとしながら枝豆を口の中に放り込む。

「それより、啓太が話を聞いて欲しいんでしょ。話をしてよ。起業したとか聞いたよ」

　水を向けると啓太が卵焼きを箸で抓みながら話し始めた。

　相変わらず箸の使い方がきれいで、育ちの良さがにじみ出ている。

「噂って勝手に回るもんなんだね。大学時代に始めたＩＴベンチャーがお陰様で軌道に乗って、今は代表取締役って肩書きになってる。人を雇えてちょっと仕事が楽になったかな。それまでは事務方も営業も自分でしないといけなかったから、マジで寝る時間も無かった」

　サラリと口にした啓太の近況に、何その雲の上の話、というのが正直な感想だった。

　それでも心の奥底から浮かび上がってきた感情は、すごいという感嘆だ。

「さすが……、すごすぎ！　啓太は昔から人を惹き付けたり、カリスマ性だけじゃなくて、行動力と勤勉さもあったもん。そういう人が成功するんだろうね」

　文武両道の人格者。生徒会の会長をこなし、時代にそぐわない学則を廃止したり、または新たに作ったりしていた。

　そんな中、学年一位の成績はキープしていたのだから、本当にすごいのだ。

　文化祭など他校から啓太目当てでやってくる女子がいたくらい容姿も良いから、もちろんモテまくっていて、運動会では啓太が走るだけで黄色い声援が上がっていた。

　その啓太とよく一緒にいても、綾子が嫉妬の的にならなかったのは、仲は良かったが成績で争っていたし、気兼ねの無い関係性から遠慮なく物を言い合っていたのが喧嘩腰に見えることもあったからだろう。

　それを見た周りは恋人になるはずがないと安心感があったのだと思う。

　綾子自身も運動も勉強もできたものの、女としての色気は欠けていた。

　そんな高校時代が、綾子にとってはピークだったから懐かしい。

「会社に人が増えても、忙しい事には変わりないんじゃないの。若い頃にしていた無理は三十代で身体にくるって聞くよ。寝不足とかはメンタルにも良くないみたいだし、いいベッドと枕で寝てそうだけど、栄養と睡眠はこれから死守しないとだよ。お酒ばっかり飲んでちゃダメだよ」

「はは。綾子は変わらないよね」

　話しながら啓太がサラダを取り分けてくれていた。盛り付け方もきれいだ。

　啓太と食事に来た女子は、きっと我先にとその役目を果たすだろう。

　気が回らなかった時点で、彼より女子力も負けている。そう自覚しつつもちょっと今日は甘えたい気分なのでありがたくお皿を受け取る。

「私だって、変わったよ。いろいろと」

「素の部分がさ、変わらない」

　手に持っているお皿の上の、丁寧にこんもりと盛り付けられたサラダを見た。

　啓太のお皿とチラりと見比べてみれば、自分の方が多めに盛られている。

　それに気付かなかったくらいには、自分の食い意地は確かに昔から変わっていない。

「……そうだよね。啓太の家で、善ぜん哉ざいとか、おにぎりとか、遠慮なくごちそうになってた」

「ダイエットとか気にする年頃なのに、もりもりとよく食べてたね」

　啓太の母親が勉強の箸休めにと、うどん、おにぎり、善哉、おじやなど、レパートリー豊かに差し入れをしてくれた。

　おいしいおいしいと連呼しながら綾子がよく食べるものだから、食事の与えがいがあったのかもしれない。

　早く帰る時などは、家で食べてと手土産を渡されたこともあった。手作りの羊羹はとてもおいしかったと懐かしい。

「僕の話はこれくらい。で、綾子は、何で落ち込んでるの」

　男ではないが会社に振られたのは確かだ。

　綾子はふっと自嘲の笑みを浮かべる。

「……職を、失ったからかな」

　啓太が瞬きをした。彼の表情を見たくなくて、綾子はビールを奪い返し、ごくごくと喉に流し込む。

「お酒はやめとけって」

　啓太に奪われそうになったグラスを、胸に抱え込んで守った。

「いやほんと、嫌になる。派遣で仕事をしているんだけど、急に切られちゃって。落ち込むよね。明日からまた紹介を受けたらいいだけだし……」

　ネバーギブアップよ、テーブルの角を見ながら口にしたけれど、虚しさでぽっかりと胸に穴が開いているのを感じる。

　啓太と自分、高校時代は同じ時を過ごした。あの頃はキラキラしていたのだ。

　どこでどう間違ったのかなと、気持ちが一気に落ち込んでいく。

「まぁ、とりあえず、鍋を頼もうか」

「……鍋？」

　顔を上げれば啓太がタッチパネルを開いて「牡蠣の鍋にしよう」と勝手に進めていた。

「ちょっと」

「九十分しかないだろ。奢りだから安心して食べたらいいよ。牡蠣苦手？」

「牡蠣は大丈夫だけど、お金もちゃんと払えるし」

　啓太と目が合ったが、涼やかな目には同情など浮かんでおらず、ただ柔和に微笑んでいた。

　きっと自分は世の中の儚さを恨んでいるような表情になっているはずで。

　そんな顔を前にして、穏やかな表情ができるのが、すごく不思議だ。

「あのね、僕はもう大人だよ。女性を自分から誘っておいて奢らないはずがないでしょ」

　確かに啓太が「割り勘ね」なんて言っている姿は想像できないが、奢られたくない。

　綾子自身が、彼女がいる人に奢られるのが嫌なのだ。

　本来ならこういう時間もお金も彼女に使ってあげるべきで。

　忙しいと聞いたからこそ、お金くらいは自分で払いたい。

「それって時代錯誤だよ。それに啓太こそ……彼女に誤解ないように私と食事をした説明をしてあげてよ」

「彼女？」

　啓太がタッチパネルを所定の位置に戻した。めんどくさそうに腕を組んだので、失言があったかと綾子は身構える。

「僕は、寝る時間もなかったって言ったよね。彼女とか作る時間があったと思う？」

「知らないよ、そんなこと」

「寝不足だと性欲も無くなるから無理。構ってとか言われたら、ほんとまじで無理」

「冷たい……。彼女が可哀そう」

「いない人間が可哀そうであるはずがない」

　啓太は手を振りながら語尾に被せるように言ってきた。

　好きで付き合った相手に『まじで無理』なんて言われるのは辛すぎる。

　確かにまだ啓太は恋人は作らない方が良い。恋愛に疎い綾子にだってわかる。

　相変わらずクールで潔癖だ。高校時代から女子生徒には優しいけれど、それ以上でもそれ以下でもないという感じだった。

　樹と付き合うといった時も、あまり覚えていないが、すっごい顔をされた気がする。

「僕の話はもういいよ。ほら、落ち込んでいる時は、栄養と睡眠。タンパク質メインで栄養価が高いものを食べて、糖質で締めて腹いっぱいで寝るに限るよ。僕も今日はお酒をもう止めるから」

　啓太と再会するまではネットカフェで積んだ少年漫画の友情に浸り、限界で寝落ちするつもりだった。

　そういう過ごし方は心は満たされたとしてもアラサーの身体には負担だ。栄養と睡眠の方が健全に決まっている。

　自分の事は冷静に観察できないものだと反省した。

　この再会は心と体を大事にするようにと神様からのアドバイスかもしれない、なんて考えてしまう。

　仕事の選び方も考え直す時かもしれない。

「綾子がどこに住んでいるか知らないけど、タクシーに乗せるまではちゃんと面倒を見るから、ほら、食べて」

「いい大人だし。電車で帰れるし」

「あのね、飲み過ぎてるの、気づいてる？」

「私、お酒も強いし」

「ほんと、変わらない。負けず嫌いで強がり」

　他人の帰りのことまで気にするなんて、啓太は変わらないどころか『気遣いの鬼』度がパワーアップしていると思った。

　これだけ気遣いができるとさぞモテるのだろうなと確信していると、カセットコンロが運ばれてくる。

　鍋セットと一緒に、豪華な刺身の盛り合わせまでテーブルに運ばれてきた。

「これは……」

　一人暮らしの身なので、普段は質素で計画的に買い物をしている。刺身コーナーになんて立ち寄った記憶はない。

　嬉しさのあまり綾子は手を合わせ、満面の笑みを浮かべてしまった。

「いただきます！」

「どうぞどうぞ」

　鍋奉行までしてくれる啓太は、それから仕事のことは聞いてこなかった。

　ただ温かくて美味しいものを食べながら、楽しかった思い出話をする。それだけで心が暖かくなる。

　落ち込んでいた気持ちが上へ向いていくのがわかった。

　啓太は最後の一杯だというお酒を飲んでいるのに顔色ひとつ変えない。

　綾子は結局ビールをグラス一杯飲んでしまい、気持ち良く酔っていた。

　落ち込んでいるせいか、いつもより酔いは回っている。啓太はいつも正しいらしい。

「あ、牡蠣ってさ、性欲に良いんだよね」

「亜鉛が含まれているからだろうね。てか、ビール一杯で酔っているなら、今度から強いとか言わない方がいいよ」

「啓太もこれで性欲復活だね」

「何の話だよ。それ以上言うと、下ネタになるからな」

　啓太から窘められて、そうかこれは下ネタなのかとふわふわした頭で反省する。

　空になったビールグラスは回収されて、代わりに氷も溶けたウーロン茶を差し出された。

　こんな気遣いもできるハイスペックな人が、忙しさから独り身であること残念でしょうがない。

　ありがとうと言ってから、続けてしまう。

「健康な男子が性欲ないとか悲しすぎる。彼女も喜ぶね」

「彼女はいないって言ってるだろ」

「えぇ、でもできるでしょ、すぐ」

「良いから食べなよ、酔っ払い」

　フグの唐揚げを差し出されて、綾子は会話も忘れて喜んでそれを食べる。

　おいしい食事に舌鼓を打っていると、九十分はあっという間に経ってしまった。身体は温まりお腹も心もすっかり満たされた。

　こんな満足したのは久し振りで、人と話しながら食事する楽しさを思い出す。

　また一緒に、と思ってしまうのは、今日の心の弱さのせいだろうか。

「ちょっと手洗いに行ってくる」

「はーい」

　啓太がいなくなり、綾子は一人で個室に残される。

　おいしかったとお腹を撫でていると、周りの部屋から楽しそうな声が漏れ聞こえてきた。

　ズキズキとと心臓が大きく痛んだ。

　帰ってしまえば家では一人だと、急激に体温が下がる。

　隣の喧騒が一人の個室にやけに大きく響きわたり、急に寂しさに覆われた。

　楽しげな宴が漏れ聞こえる中、湯呑しかないテーブルの上を眺めながら、出された温かいお茶が入ったそれを両手で持つ。

　じんわりとぬくもりが手の平に伝わってきた。

　食事の時間が楽しかったからこそ、祭りの後のような気分になっているのだと認識はできている。

　わかっていても、楽しい時間を少しでも長引かせたくて、人の服の裾を掴んでしまいそうな衝動に焦った。

「やばい……」

　これは理性があるうちに帰らないといけない。

　今目の前にいるのは異性の啓太なわけだから、絶対に引き止めてはいけないのだ。

　やっぱり今夜はネットカフェで過ごそうとスマホで近くの店舗の検索し始めた時、障子が開いて啓太が戻ってきた。

　綾子は掘りごたつから足を出して、コートを羽織るとバッグに手を掛ける。

「啓太は、どうやって帰るの」

「歩いて」

「歩いて？　ダイエット？　だからそんなに引き締まった身体なの？」

「ただ単に近いんだよ」

「やだ……。お金持ち……」

　この飲み屋付近といえば家賃は高いと考えなくてもわかる。

　こちとら川を何本か超えた先にある駅から徒歩十五分に家があるというのに。

「ね、お金を先に渡したいんだけど」

「支払ってきたから、もういいよ」

　自分のネクタイを直しながら啓太が言った。

　手洗いだと言いながら清算も済ませて来たらしい。

　イケメンすぎて綾子は驚きを通り越してさすがだと思った。これは、奢られないといけないやつだ。

　バッグから出していた財布を素直にしまう。　

「イケメン過ぎて引いたけど、お言葉に甘えます。ごちそうさまでした。ありがとう」

「何かあったら連絡をちょうだい。相談に乗るから。食事もまた行こうよ」

「いやいや……」

　啓太は自分のスマートフォンを当然のようにこちらに差し出してきた。連絡先を交換しようとしているのだ。

　再会してからこれまでスマートすぎた啓太の言動を思い返して、綾子は下唇を軽く噛む。会うのはこれで最後にした方が良い。

　啓太は忙しすぎた仕事にちょっと時間が出来たかもしれないが、こっちは今から職探しだ。

　次に会うなら自分に仕事が見つかった時が良い。じゃないと、啓太の優しさに甘えてしまう。

　男と酒で後悔するつもりはないと、綾子は首を横に振る。

「仕事に余裕が出てきた啓太には彼女が三カ月以内にできると私は断言する。私は仕事が決まるのがいつになるかわかんないし」

「はいはい。ほら、近いうちにまた食事に行こうよ。僕が出すから」

　聞き流した様子の啓太はスマホをテーブルの上に置いて背広を羽織った。

　長い腕に袖を通し、衿を整える動作に無駄がなくて見惚れてしまう。漂う大人の男の色気に、心臓がとくんと高鳴った。

　弱っている時にできる心の隙は怖い。

　啓太は昔からの友人に優しく声を掛けてくれただけだ。

　わかっているのに、自分は今、彼の男の部分に当てられた。

　完全に、やばい。綾子は気持ちを宥める為に髪を撫でながら、懸命に断る言葉を探す。

「頻繁に奢っていたら啓太は破産するよ。それにさ、律儀で無職の私は身体で支払うしか無くなるし……」

　すぐに、しまったと口を噤んだ。

　異性に使う冗談じゃないし、よりによって今口にすることでは絶対にない。

　内心で冷や汗をかいていると、啓太が溜息を吐く。

「……冗談に取らない男もいるんだから、そういうことを言わない。綾子、自分をよくわかってないんだから、なおのことダメ」

　ピンッ、と額を強めに指で弾かれた。

　確かに突っ走ることは得意だったが、自分を俯瞰するのは苦手だ。

　ジンジンと痛む部分を綾子は手で抑える。それなりに痛い。

「痛いんですけど……」

「弱ってるのはわかるけどさ、それはダメ」

　気持ちが弱っているのは最初から見抜かれていた。だから思い出話と温かい食事に徹してくれたのだ。

　ありがたい。ありがたいのに、ちょっと惨めだ。

「……言われなくても、反省してるし」

「ただ綾子といると楽しいから誘ってんの。とにかく、身体とかそういうのは、いらないから」

　苛立った感じで言われた『いらない』という言葉が心に突き刺さった。

　先程までの痛みが甦ったという方が正しいかもしれない。契約を切られて、社会から捨てられたようにも感じているせいだ。

　過剰反応だとはわかっている。

　こんなこと、人生の山あり谷ありの中の一コマ。そんなことは頭ではわかっているが、感情は追いつかない。

　心の奥底が急に冷えたような感じがした。楽しくて調子に乗り過ぎたのかもしれない。胸がぎゅっと締め付けられる。

　綾子は顔を伏せてから、意に反して眦に浮かびかけた涙をごまかすために、瞬きを繰り返した。

「……まぁ、こんな話に乗ってくる人なんていないから、問題ないんだけどね」

「綾子」

「もう行こう。九十分過ぎてるし」

　綾子は啓太の背中を強めに叩いた。さっきのデコピンのお返しだと、にっと笑って彼を見上げる。

　啓太は厳しい目のまま顔を逸らせると、綾子を先に個室から出した。

「やっぱり綾子はわかってない」

「わかってないことは、わかってるよ」

　自分を分析しているつもりが、理想を描いてしまう。よくあることだ。

「自分が言ったんだからな」

　言った事を引っ込められればどれだけいいだろう。どうやら怒らせてしまったらしい。

　昔から思っていたけれど啓太はやはり潔癖だ。今度会うことがあれば、清く正しい会話を心がけようと決める。お酒は禁止だ。

　居酒屋は繁盛しているらしく、レジ前の待合席には人がびっしりと座っていた。清算を済ませていてくれたお陰で、列の前を通ってすぐに店を出る。

　空を見上げながら、手の平を上に向ければ既に小雨は止んでいた。

　傘を買わずに帰ることができる。仕事が決まるまでは、少しでも出費は抑えたい。

「雨、止んでるね。啓太の日頃の行いが良いんだろうね」

「前言撤回してもそうなのか、天の神様に聞いてみたいな」

　どういう意味だと首を捻る。食事の誘いのことかと思い、諦めてくれたのなら良かったと胸を撫でおろす。

　綾子が微笑すると、啓太がそっと背中に手を添えてきた。

　下腹部からゾクリとした痺れが背骨を辿って頭まで届き、自分の反応に戸惑う。

「身体で払ってもらうことにしたから。そうすれば気が済むんだよね。遠慮なく抱くけど──逃げるなよ」

　何と答えたら良いかがわからず、綾子は黙ってしまった。

　狩りをする人はこんな目をしているのかもしれない。

　一見静かなのに目の奥には絶対的な意志がある。その圧に絡めとられてしまえば、囚われるしかない、そんな目。

　背中を軽く押されて、歩き出すしかなくなった。

「連絡先は後で良いよ」

　雨は止んでいるが、地面は雨に濡れている。

　ネオンが反射して光っていて、きれいだなと思った。

　後悔するとわかっているのに、人は衝動を優先してしまうのだと、綾子は初めて知った。






２．同級生で、男と女








　啓太が住んでいる白塗りの壁がこぎれいなマンションのオートロックのエントランスを潜る。

　綾子は照明を反射して輝いているように見える白い壁のエレベーターホールを見渡した。

「きれいなマンションだね」

「築年数はそれなりだよ」

「へぇ。じゃぁ管理が行き届いているんだ」

　綾子の感想に啓太は苦笑しているが、うらやましいかぎりだ。

　ごみは落ちていないし、ポスティングされたチラシが散らばってもいない。

　天井には存在感をアピールする監視カメラがある。住むのに安心感は大切だ。

　しかも、ワンフロアに部屋が四つしかないため全て角部屋らしい。予算を含む条件に合うマンションがここだけだったと啓太は言う。

　どんな条件を提示したのかは知らないが、綾子は自分の住むマンションの薄暗い廊下を思い浮かべて格差を感じてしまった。

　啓太は到着したエレベーターに綾子を乗せて自分も乗り込むと、壁に肩を付けて腕を組んだ。

　好奇心を隠しもせず、明るい照明のエレベーターを見回していると首を傾げられた。

「いつも、そんな感じなの」

「何が？」

　軽く天を仰いだ啓太に、まだ酔いが残っている綾子は何かやってしまったかと少し反省をした。

　居酒屋から出た時の緊張感が薄れてしまったのには理由はある。

　綾子がトイレを借りたいと寄った途中のコンビニで、啓太はビールや酎ハイ、まぁまぁな量のスナック菓子におつまみを買っていたのだ。

　そこで、緊張が解れてしまった。

　啓太は酔って軽い発言をした自分に注意をしたかっただけで、本当は部屋で飲み直してくれるらしい。

　高校時代から色恋的な発展がゼロだったのに、いきなりそういう関係になるはずがないのだ。

　色気より食い気に関しては、ちょっとした自信がある。

　まだ酔いが残っているので失言だけはするまいと気を付けていたが、夜を一人で過ごす時間が短くなることに安堵してテンションは高くなっていた。

　終電までには帰るぞと、綾子は改めて気を引き締め直す。

「どうぞ」

　部屋の鍵を開けた啓太が、ドアを押さえて中に入るように促してくれた。

　身体が触れ合わないように、距離も配慮もしてくれている。

　啓太は高校時代からスマートで少女漫画の登場人物のような男子生徒だったから、当然モテモテだった。

「なんだかんだで、今も女の子からチヤホヤされて、モテモテなんでしょ」

「どっかのオヤジみたいだね、その言い方」

　高校時代も、その後も、付き合っていた人は本当にいなかったのだろうか。啓太とはそういう話は全くしなかった。

「お邪魔します」

「散らかってても勘弁してよ」

　週末にまとめて掃除するのは、働いているとよくある話だ。でも、高校時代から啓太の部屋はいつもきれいだった。

　綾子は壁に手を付いてヒールを脱いだ。廊下からの明かりだけを頼りに、玄関の電気のスイッチを探す。

「ねぇ、電気をつけたい……」

　探し当てる前にバタンとドアが閉まって、視界が急に真っ暗になった。

　そんなに広くはない玄関で、真後ろに啓太の息遣いを感じて、ちょっとだけ焦る。

「真っ暗……。ね、啓太……」

「ほんと、綾子は変わらない」

　手探りでスイッチを探している手首を掴まれて、身体を反転させられた。背中を冷たい壁に押し付けられ、頭の上に啓太の息が掛る。

　何が起こっているのかがわからず、綾子の頭の中がぐるぐると混乱した。これは、まだ目が鳴れなくて何も見えないが壁ドンというやつだ。

「……昔から警戒心が無さ過ぎなんだけど」

「いや、だって、その、すいません……」

　昔から失言以外も問題があったと教えられて素直に反省する。

　注意してくれるのは嬉しいが、この近さは心臓に良くない。

「綾子みたいな子に、笑顔で話し掛けられた男子の気持ちとか、考えた事ある？」

「……ないです」

　クラスメイトに気安いとウザがられていたのだろうか。しゅんと項垂れつつ謝ったので離してくれるかと思ったが、額に柔らかいものが押し当てられた。

　それが唇だと気づいた瞬間、綾子は硬直する。

「さっきはごめん、痛かっただろ」

「いっ……え」

　デコピンされた箇所だとわかったが、唇の柔らかさが衝撃的過ぎて痛かったことすら思い出せない。

　啓太の唇はすぐに離れたのに、下腹部にぽっと灯った熱さだけは残った。

　この疼く感じは女として反応してしまっている証拠だ。経験が少なくてもそれくらいはわかる。

「せ、背中を叩いたから。お互い様で……」

「それは良かった」

　啓太の唇が今度は頬に移動してきて、綾子は肩を縮こまらせた。

　彼は自分を戒めようとしてくれているのか、綾子の冗談を本当に本気で受け取ったのか、どちらなのか。

　ただ、綾子の身体に灯った熱さは、少しずつでも身体に広がっていく。

　高校の同級生だった潔癖な啓太の記憶しかないだけに、目の前の男性が彼と同一人物だとは思えない。そして、ただひたすらに恥ずかしい。

　啓太からする居酒屋の匂いが鼻孔をくすぐる。彼の唇が耳朶や首筋に辿り始めて、綾子は身を捩った。

「んっ……、や、啓太……ぁっ」

「そんな声、初めて聞いた。もっと名前呼んでよ」

　ちろりと首筋を舌先で舐められ、首筋をきつく吸い上げられる。

　ちくりとした痛みと、両脚の間にじんじんとした疼きが同時に襲ってきた。両腿をすり合わせながら、綾子は啓太の脇腹あたりを叩く。

「やっ……、距離が、近いし、これは、これ以上は」

「かわいいよね。これ以上はどうなるのか、僕は見たくてたまらないんだけど」

　啓太の口から聞いた「かわいい」という言葉に、綾子の心臓がバクバクと爆発寸前に高鳴り始めた。

　コートのボタンを外されて、肩から落とされる。

　ニットから覗く鎖骨を舌で辿られながら、啓太の指は耳殻をやわやわと触り、耳たぶの小さなピアスを親指で弄んでいた。

「かわいいとか……嘘を吐いたら、ダメなんだから、あ……んっ」

「嘘じゃないし。めちゃくちゃかわいいよ。……昔からね」

　昔といえば、高校の時じゃないか。これは反則過ぎる。あんなに潔癖で、近寄る女の子たちを笑顔で牽制してたくせに。

　耳を指で触れられて増していく熱に、綾子は太腿を何度も擦り合わせていた。

　啓太が先程吸い上げた首筋と同じ場所を再び強く吸い上げる。

「け、啓太……っ。後が、付いちゃうから……」

「付けてる。他の男に、身体で払うなんて言わないようにしてもらわないと」

　神に誓ってそんな冗談を口にしたことなど無いと言える。でも、啓太の前で言ってしまっているわけで、前例があると思われるのは当然だ。

　それが、とても悲しくなった。

「言わないし……っ」

「へぇ、なら僕が特別みたいだ。……勘違いしそうで、やばいね」

　核心を突かれたようで、どきりとした。

　突然、スカートがたくし上げられて、ストッキングと一緒にショーツがぐっと下ろされる。

「えっ」

　ひんやりした外気が肌に触れた。びくりと震えたのは啓太の手も冷たかったからだ。

「ごめん、僕の手が冷たい？」

「そういう、問題じゃ……っ」

　太腿まで下ろされたストッキングとショーツのせいで、身動きを取りにくい。そんな中で両脚の間に啓太の長い指が滑り込んで、綾子は腰から崩れ落ちそうになった。

「なっ、やっ」

　指が冷たいせいで、蜜唇の花びらを割り入ったのがよくわかる。綾子は思わず彼の肩に抱きついた。

　何度も指が往復するうちに指の滑りが良くなって、反応するかのように花びらが柔らかくなりふんわりと開いていく。

「はぁ……っ、んっ……ぅ」

「濡れ方が上手。……あちこちに、つけないと」

　何をだろうと考えるよりも、もっと奥へ触れられたい衝動が高まって、思考が濁り始めていた。

　蜜の香りが漂ってきてるせいかもしれない。啓太を受け入れたいと思っている証拠がそこにはあるのだ。

　啓太の温もりがもっと欲しくなるのは、酔いが残っているせいだけだろうか。かわいいと言われて、素の自分が喜んでしまったのか。

　綾子は答えを探すように啓太の背中に腕を回した。

「……玄関でとか。……十代でも無いのに、余裕なさすぎで、ごめん」

　啓太の濡れた指が性急に蜜洞にぐいっと潜り、その異物感にぶるりと震える。

「あぁ……っ」

　痛いとかよりも高揚が勝って、下着で擦れている胸の頂がジンジンと痺れ出した。啓太の指が自分の中にあるという現実が、理性を完全に弾けさせる。

　良い子じゃ無くても、啓太ならきっと受け入れてくれるはず。

「啓太、ぁ……っ」

「余裕がないって、言っただろ……。あぁ、指が奥まで、届かない……」

　ストッキングを脱がせることなく啓太の指が増やされた。蜜襞を擦りかき混ぜて、狭い蜜路を押し開いていくが浅い部分を弄るだけだ。それでも蜜が溢れヌチュヌチュと粘着質の音を立てた。

　綾子の本能が気持ちのいい場所を探し始めて、無意識に腰が動きだすくらいに疼く。

「じれったいな」

　啓太に抱きついたまま、ずるずると座り込みそうになった綾子の身体は、抱きかかえられた。

「啓太」

「ベッドに行く」

　啓太は迷いなく廊下を進み部屋に続くドアを開ける。

　奥にあるベッドの掛け布団を捲ると、綾子をその上へと下ろし、性急にストッキングとショーツを一緒に爪先から抜いた。

「あっ、待って……っ」

　その勢いで綾子の上体がシーツの上に転がる。

　跨るように上に乗ってきた啓太が、ネクタイを取りコートを脱ぎ捨て、ワイシャツのボタンをくつろがせると、唇を塞いできた。

「……ッ」

　舌を絡めとられながら、再び指が蜜洞に埋められる。

「もう入りそう。めちゃくちゃ柔らかくて、熱い」

「……入るっ……の、そんな」

　グチュグチュと蜜洞に抜き差しされがら、深いキスをされて甘い焦燥が全身に巡った。

　口の中を蹂躙されて、ひくひくと蜜襞がうねりを増して啓太の指を誘っている。

　深く指を押し込まれながら敏感になった花芯の突起を弄られると、蜜が溢れ出してきた。

　啓太の長い指をもっと誘うようにもぞもぞと腰が動き、火照った頬が更に熱を持つ。

「はぁ…。…っああ」

　嬲るような余裕もない指が奥に触れ、内側のザラザラした部分を何度も擦ってくる。

　恥ずかしいのに、快楽の疼きで頭がいっぱいになり、自分から啓太の唇を求めていた。

「……お願い、キス……」

「いくらでも」

　啓太が嬉しそうに唇を重ねて、舌をぎゅっと吸い上げてきた。

「ふぅ……っぁ」

「指を増やすから、ほら、可愛い顔を見せて」

　舌を吸われる痛みは気持ち良くて、両脚の間からぐちゅぐちゅとした音が大きくなる。

　宣言通りに三本に増やされた指に、綾子は背を仰け反らせた。唇を離し、耳朶を舐め苛めながら、啓太が可愛い可愛いとずっと呟いてくる。

　甘い言葉、蠢きを擦る優しい指、荒い息遣い、汗ばんだ肌。

　啓太の全てを独り占めしているのだ。この時間の彼は自分のものだという錯覚は、綾子の中に今まで知らなかった感情を芽生えさせる。

　秘裂から後孔へと蜜が滴り、内襞を蹂躙していない指が蕾の入り口を刺激していた。その度に綾子の身体はヒクヒクと痙攣する。

「こっちも興味があったの。勤勉なだけあるね」

「違っ、違うの」

　するりと親指の尖端が押し込められて、綾子は二つを責めれられる脳を貫く快楽に嬌声を上げてしまう。

「こっちは、また今度にしようか」

「そこは、ぃや……っ」

　お互いの気の迷いでは無くて、また今度があるのだろうか。湧きあがった期待が、濡れそぼった秘裂をヒクヒクと蠢めかせた。

「ああ。もう駄目だ。綾子の中に……」

　我慢に顔を顰めた啓太は、指を綾子から抜く。

　胸の中に突然訪れた喪失の物足りなさと、これから与えられるだろう官能が交じり合った。

　啓太は生唾を呑みこみながら片手でスラックスのボタンとファスナーを下ろし、反り立った熱い肉棒を引き摺り出した。

　我慢できないという口調の色っぽさに、綾子の心が満たされる。

　啓太と再会で、押さえていた感情の扉が開いてしまった。ただのナンパならついて行かなかったし、今頃ネットカフェにいたはずだ。

　絶対に男の人には近づかない方が良い日に、人生で一番くらいに信頼していた人と会うなんて、神様は意地悪だ。

　啓太が薄い避妊具をそれに被せるのを、渇きを覚えながら綾子は見つめる。

「お、大きい、入るの……っ」

「だい……大丈夫、入る」

　蜜口に当てが割れた質量が、狭い蜜洞を押し開いた。

　指とは比べ物にならない密度は痛みさえ伴うのに悦んでいる。

「痛かったら言って。すぐに、やめるから」

「……やだ、やめないで……っ」

「反則なことを、言うなって」

　啓太は遠慮なく蜜路を貫き、最奥まで怒張に暴かれた綾子は息を吐く。

　濡れそぼった襞は異物を排除するどころかみっちりと包み込み、引き抜くそれを更に締め付けた。

「めちゃくちゃ、いい。……まじで、やばい」

「あぁ……、んふ……ぁ……」

　啓太が歯を食いしばりながらふぅっと唇の端から息を吐き、内襞を味わうようにゆっくり抜いた。

　再び押し込まれると、愉悦が血と一緒に体中を巡り、ほんのりと肌を色づかせる。

　傍から見ればお互い服を着たままで、ただ欲を発散させているだけだ。でも、セックスがこんなに気持ちいいなんて知らなかった。

「ごめん、動く」

　綾子が返事をする前に、啓太が激しい律動を始めだす。

「は、激しッ……、あっ、ああっ……」

　蜜洞の最奥を激しく突かれ、無意識に逃げる身体は啓太に捕らえられた。腰を掴んで突き上げるように腰を打ち付けられる。

　いつも笑顔で冷静だった啓太が情動で動いている姿に、心がいっぱいになった。

　蜜洞をみっちりと満たす熱量を受け入れ、膨みきった萌芽を啓太が親指で擦りはじめる。

「ひ……ぁっ……」

　大きな快楽が襲ってきて、綾子は背中を反らせた。しかもグチュグチュという音が、陰部が擦れあう部分から耳まで届く。

「ほら、わかる？　締め付けてくるんだ。すごいね、綾子は。……ほんと、困る」

「言わないで、わかんな……いっ」

　滑らかに最奥を突き上げられる感覚は、眩暈がするほどの愉悦で、綾子は自然と受け入れやすいように背を反らせて腰を浮かせていた。

　啓太が夢中で腰を打ち付ける姿に心が震える。居酒屋では彼女はめんどくさい、みたいなことを言っていた。

　欲求を解消するための気軽な身体の関係を求めるのなら、元同級生はちょうどいいのかもしれない。

「痛くない？」

　容赦なく奥を突きながらも優しく聞いてくる。その差に啓太の余裕の無さも感じた。

　彼がどんな思いであろうと、この時間に溺れているのは一緒なのだという安心感に、綾子は啓太の肩をぎゅっと掴む。

「気持ち、いい……っ」

「こういう時、素直って反則……」

　啓太は恍惚とした面持ちで、持ち上げた脚のふくらはぎをねっとりと舐めてきた。

　全身が感じやすくなっているせいで、綾子はビクビクと震える。

　どくどくと短い間隔で脈打つ蜜洞の中を、啓太は大きな動きで腰を打ち付けてきた。

「んっ、あぁ……ん……」

「あ、僕、イく……出るっ」

　足の指を丸めてガクガクと震える綾子の身体を抱き締めながら、啓太が言った通り白濁の滾りを放った。何度も腰を押し付け小さく喘ぎながら、薄い膜越しに注ぎ込まれる。

　ぐったりと横に倒れ込んできた啓太は、腕枕をしてきた。熱が冷めやらない視線がぶつかり合う。

「……余裕なくてごめん。避妊は、してるから」

「知ってる」

　目の前で見たし、玄関で落として中身が零れたコンビニの袋から、避妊具の箱が出てきたのも、暗闇に慣れた目が捕らえていた。

　買った事を隠した啓太も、気付かなった自分も、初心な高校生みたいだ。

　啓太が器用にベッドヘッドに手を伸ばしてリモコンを手に取った。ピッと音がしてエアコンが作動し始める。

　ぶぅんという機械音と一緒に涼しい風が吹いてきたが、啓太の温もりに包まれていた。

　安堵とから倦怠感が増してベッドに身体が沈みこみそうになる。

「けい……た。眠い……」

「寝ていいよ」

「ごめん……、ちゃんと、帰るから……」

　終電まであと三十分くらいなら余裕はあるだろうか。

　この一週間くらい、精神的なもののせいか眠りが浅かった。極限まで弛緩した身体が、不快眠りへと誘ってくる。

　啓太が何か言っていた。

　聞き取れない、ごめん、と口を動かしたつもりだったが曖昧だ。

　セックスの後にすぐに寝るって最低だと思いつつも気持ち良い。綾子は意識を手放した。

　

　

『なんで、兄さんなの。しかも、この時期に』

　いつもどことなく笑んでいる啓太の冷静すぎる表情を見たのは、あの時だった。

『なんでだよ……』

　受験を控えた夏、樹と付き合うことになったと伝えた時。啓太は喜んでくれなかった。

　潔癖だから、家が出会いの場になったのが嫌だったのだろうと信じ込んでいたけれど、本当の理由はなんだったのだろう。

　忘れていたのに、どうして急に思い出したのだろう。

　コーヒーの香りが綾子の鼻腔をくすぐった。

　良い香りに誘われて、目を覚まして数秒後。自分の家とは違う部屋の風景と、重い異物感が残る下半身に、昨夜の全てを思い出した。

　まざまざと甦る酒と男での失敗、更に二日酔いで寝起きから頭がズキズキする。

　視線の先にはソファの上でコーヒーを飲みながらパソコンを見ている啓太がいる。

　既にパリッとしたスーツ姿だ。レースのカーテン越しの外の光が、部屋に差し込んでいる。

　今日は平日なのだ。終電で帰るつもりが、ちゃっかりとお泊りをしてしまった。

　過去に戻れるなら昨夜に戻って、啓太と会わない道を選ぶ所から始めたい。

「ごめん、帰る、帰るね」

　既に朝であることに慌てながら綾子は上半身を起こした。

　ベッドから直ぐに出ることができなかったのは裸だったからで、なぜそうなっているかの記憶がまったくない。

　服を着たまま抱き合ったのはよく覚えている。

　欲情だけで動いた上に、男性の部屋で熟睡してしまう自分の図太さが、穴があったら入りたいほどに恥ずかしい。

　起きた綾子に気付いた啓太がパソコンを閉じて立ち上がった。

「あんまりぐっすり寝てたから、起こさなかった。おはよう」

「すみません……」

　自分の下着を探して部屋を見渡していると、啓太がベッドに腰掛ける。

「下着は洗濯してる。服は掛けてあるよ」

「……何てこと」

　今時男子は家事ができるのが普通になっているのだとしても、何か違わないか。絶句した綾子に啓太はにっこりと笑んだ。

「あんなに濡れた下着、履いて帰……」

「やめっ……」

　昨夜のことを彷彿させる言葉を口にした啓太の唇に片手を押し付けて、物理的に黙ってもらう。

　その状態で、綾子は気を取り直して尋ねる。

「ご迷惑をお掛けしています。ちなみに、今は、何時でしょうか……」

　喋ることができない啓太が視線でベッドサイドのデジタル置時計を指し示した。

「七時、半……」

　遅刻だと青くなった後、仕事は昨日で終わったのだと綾子はずぅんと落ち込む。

　啓太は綾子の手首を掴むと口から離した。

「下着、まだ乾いてないよ。冷蔵庫のもの適当に食べてもらっていいから、帰ってくるまで待っててよ。もう出る時間なんだ」

「え、私もじゃぁ帰る準備を」

　濡れた下着でも履いていないよりマシだ。急いで帰る準備をしようとした綾子の肩に啓太は手を置いた。

　テレビのリモコンを手渡され動画の有料配信サービスの見方、タブレットに入っている電子書籍、マンガの読み方などをさらっと説明される。

　読みたかった漫画のタイトルを出された時は、目を輝かせてしまった。

「暇は潰せると思うよ」

「いやいや、そういう問題じゃ……」

　昨日の今日で常識的な発言をした所で、何の信憑性もないから黙ってしまう。

　目が覚めた瞬間から夢は終わり、気持ちを切り替えて生活をしていかなくてはいけない。

　ズルズルと甘えて過ごせば、怠け者の自分は抜け出せなくなってしまう。

　ベッドから立ちあがった啓太はビジネスバッグをソファの上に置いて、時計で時間を確認するように触れる。

「僕が鍵をポストに入れてもらうのが嫌なんだよ。防犯的にも嫌だ」

「でもそれなら」

　久し振りにあった友人を、部屋に置いておくのも危ないのではないだろうか。

　疑問が顔に出ていたのだろう。啓太が明快に答えてくれる。

「綾子、悪い事をした後のデメリットはわかるでしょ」

「善良な市民なので……」

「なら、いてよ」

　有無を言わせないにこにこ顔の啓太を説得するのは無理だとわかってきた。

　綾子自身、メイクも取れている上に皺くちゃの服で、朝の時間帯の電車に乗る勇気は無い。考るだけで気持ちは萎んでしまう。

「あと、避妊は百パーセントじゃないから。連絡先も交換しないといけないのに、ちょっと家を出る時間ギリギリでさ」

「……な、何の話」

　素直に好意に甘えようとした所で爆弾発言をされて、返事ができなかった。

　避妊をしたのは見たし、たった一晩でそんな心配までするものなのだろうか。啓太らしいというか、真面目だなと思う。

　綾子が掛け布団を握ったり顔をしかめたりしていると、啓太が再びベッド脇にやってきた。

「じゃ、いってきます」

　不意打ちで塞がれた唇。

　綾子の顔はみるみるうちに赤くなったのに、啓太は平然と屈めた身体を起こすと、自分の唇を舐めた。

　キスの余韻を味わっているように見えて、その仕草に狼狽える。

「じゃ、行ってきます」

「いってらっしゃい……」

　本当に時間がギリギリらしく、綾子が茫然としている間に啓太は小走りで家を出た。

　廊下を走る音が遠ざかり、動揺したまま綾子はベッドから脚を下ろす。

　腰の違和感、下腹部に残った異物感に、両脚の間に残る蜜の残滓。綾子はお腹を撫でる。

　何度も揺さぶられて、執拗に肌を吸われた。綾子は首筋のその箇所に触れる。

「……今日だけ」

　仕事探しは明日からで、まだ啓太に甘える自分を許してもいいだろうか。

　緩んでしまった心を引き締める方法も明日考えよう。

　綾子は自分の甘さに微苦笑をして、久し振りに肩の力を抜いて深い呼吸をした。






３．過去の翳








　あの夜から派遣の仕事が契約終了してから一カ月が経ち、すっかり自宅で過ごすことにも慣れてしまった。派遣会社からの紹介の電話を断りつつ、就職活動を始めている。

　このまま家で過ごしたい気持ちと、働かないといけないという焦りが波のように襲ってくる日々だ。

　スマートフォンから通知音が鳴る。メッセージが届いたことを知らせてくれているのだ。

　触らないようにするためにドアの向こうにあるキッチンに置いていた。通知音がよく響いて聞こえてくるのは部屋が静かなせいだろう。

　綾子は履歴書に集中するために、先程までと同様に無視をした。

　ピロリン、とまた音が聞こえる。

　集中が切れそうになって、音を消せば良いのだと気づく。

　綾子はパソコンで作っている履歴書を上書き保存して立ち上がった。

　小さなキッチンの棚に置いたスマホに触れる。

　待ち受け画面に表示された、用件のみのメッセージが目に飛び込んできた。

『今日、夜綾子の家にちょっと寄る』『駅に着いた』『もうすぐ着く』

「……え」

　送信者は啓太だ。『もうすぐ着く』のメッセージにもう一度目を通していると、玄関のチャイムが鳴った。

「え、本当に来たの。なんで……」

　啓太の家と自分の家は、決して近くない。

　それなのに、インターフォンには笑顔の啓太がアップで映し出されている。

　啓太の部屋に泊まった日の夜、マンションの前まで車で送ってもらったから家はバレているのだ。

　そういえば、部屋番号も聞かれていた。何気なく答えたけど、覚えているとも思っていなかったし、ましてや家にまで来るとは思わなかった。

　一線を越えた日から、啓太はマメに連絡をしてきて、たまに街へと連れ出してくれる。

　それだけでなく、仕事帰りに家より遠いここまでくる余力はいったいどこから湧くのか。本当にマメな人だと思う。

　今日の最低気温は二度らしい。日も暮れた外はさすがに寒いと綾子はドアを開けた。

「ごめん、スマホを見てなかった。とりあえず、寒いから中に入って」

「差し入れを届けに来ただけだから、ここでいいよ。これ、弁当」

　弁当を頼んだ覚えは無い。綾子は啓太が持っている紙袋を凝視する。

「啓太の家と私の家の遠さ、わかってる？ いいから、風邪を引く前に入って。ほら」

　啓太の腕を引っ張ると、彼は困ったような顔をしたので、なぜ来たのかと聞きたくなる。

「……なら、お言葉に甘えて、お邪魔します」

　啓太と一緒に、とんでもなく冷たいが風が部屋に入っていた。

　ドアを閉めると風が止んだが、冷気は漂ったままだ。

　こんな寒い中をなぜやってきたと、綾子は責めるような気持ちで啓太を見上げた。

　差し出された紙袋の中には、高そうなお弁当が入っている。

　申し訳ないと思いながら、こういう心遣いはとても嬉しいのも事実で複雑だ。

「ありがとう。温かいお茶を入れるね」

「おかまいなく」

「ベッドにとりあえず座って」

　ローテーブルの上にあるノートパソコンの蓋を閉じると啓太が尋ねてきた。

「就職活動、手応えはどんな感じ？」

「まぁまぁかな」

　強がったわけでもないが、すんなりと決まるとは思っていなかっただけに、そんな言葉が出てきた。

　啓太の家で留守番をした夜、帰宅した彼に聞かれたのだ。

『正社員の採用を目指さない理由はあるのか』と。

　お金の為に働いているから、正直、返事に詰まった。

　就職が決まらなかったときに、正社員の仕事が決まるまで、派遣の仕事を繋ぎのつもりで選んだだけだ。

　いくつかの派遣先を紹介してもらって、正社員になれる紹介予定派遣を選ぶことにしたのだけれど、実際に登用されることは少なく、あくまで可能性なのだと今回の件で思い知った。

　自分でも働き方を変えないといけないと思っていたこともあり、啓太の言葉に背中を押されて、正社員での就職活動を始めたのだ。

　啓太はダウンジャケットを着たまま、ベッドに腰掛けた。

「僕のところで働く気になった？」

「申し出は嬉しいんだけど、まだ自分でがんばりたいというか」

「そうか」

　ありがたいことに、啓太は自分の会社に来ないかと誘ってくれる。

　まだまだ小さな会社だけれど業績も伸びている、事務的な仕事もあるから、と。

　数カ月後に興味を持てば他の仕事をしてもらってもいいという、条件も良い話だった。

　丁重にお断りしている表向きの理由はもちろん『甘えられない』だ。

　けれど、仕事で啓太に迷惑を掛けたらどうしようという怖さの方が勝っている。

　正社員になれると思いながら精一杯仕事をしていただけに、梯子を外されたという感覚が、自己評価を低くしているかもしれない。

「勉強はするだけ結果が出たから、あの頃はそれが運が良いことだなんて気付かなかったよ」

「綾子は教えるのも、教わるのも上手かったから。そういう才能とか能力が、成績に結びついていたと思うよ」

　自分より成績が良かった人に言われてもと笑いながら、ノートパソコンをローテーブルから棚へと移動させる。

　履歴書を送り面接までいけてもお祈りメールが届くこと数回。

　それなりに気持ちは折れているが、ここらへんまでは就職活動の時にも経験済だ。

　ただ、冬のせいだろうか。気持ちは落ち込みやすい。

　気遣いの鬼である啓太は、メンタル面を気にしてくれているのだ。

　こんなに人を気遣っていては、彼自身の生活もままならないだろうに。

　綾子は洒落たおかずが沢山詰まった、洋風お弁当を見つめた。

「啓太、お金を払うよ」

「いいよ。身体で払ってもらってるし」

「ちょっ……」

　際どい冗談に綾子は顔を赤くしながら作った拳を、啓太の足に押し付ける。

　再会してから会う度に、というわけではないが、身体の関係が続いていた。

　よくないと思っているのに、求める気持ちは強くなってくる。啓太が大事なものを扱うように抱いてくるせいだ。激しく抱かれても大事にされていることには変わりない。

　これまで自分本位なセックスをする人と、関係を結んでいたんだなとわかった。

　ゆっくりと身体を解されながら開かれ、芽生えてしまった快楽の歓びを、自分でも持て余し始めている。

「僕に永久就職なら、履歴書はいらないよ」

「な……」

　啓太の言葉に綾子の時が止まったが、すぐに我に返る。

　彼はダウンジャケットのポケットに手を入れて微笑している。

　どきどきしすぎて心臓が痛いし、意味がわからない。

　ただの冗談を真に受けているなんて思われたくなくて、平然を装った。

「……釣書はいるでしょ」

　やや眉間に皺を寄せて、啓太に呆れたという表情を向けてみたが、まだ心臓はうるさい。

　啓太は微笑を崩さないままだ。からかわれていると思うと、なんだかとても悔しい。

「とにかく、啓太も仕事が忙しいんだから、貴重な時間は自分のために使ってよ。就職が決まったらちゃんと連絡をするから」

　言いながら胸が痛むのは、甘えることが精神安定のひとつになっているせいだ。

　しっかりしないといけないと緊張をすると、にこやかだった啓太が呆れたように口を開いた。

「相変わらずだね」

「何が」

「本音が見えない」

　啓太の言う本音とは何だろう。

　会ったその日から身体の関係になって、本性を曝け出した。これ以上の何があるのか。

「就職して、安定した生活をしたい。それ以外に何もないよ」

「ふぅん。本当かな」

　啓太はカーペットを敷いた床に視線を落とした。こういう間が、二人の間には度々訪れる。

　お互い、この関係を曖昧にしていたいせいだ。

　ハッキリさせてしまえば、大事にしていた思い出さえも傷つけてしまう。それを恐れている。

　だから時々、言葉をとても選んでしまうのだ。

　啓太は立ちあがると座っている綾子の頭の上に手を置いてきた。

　まだ冷たさが残る手が、外がどれだけ気温が低いかを物語っている。

　そんな中、お弁当を届けに来てくれたのだ。

「じゃ、頑張ってよ。帰るから」

「待って。まだお茶も用意してない」

「いいよ。弁当を届けに来ただけだし」

　綾子は振り返りもせずに、玄関に向かう啓太の腕を掴んだ。

　頼んではいないけれど、仕事帰りの他ひ人と様さまを宅配サービスとして使うなんてありえない。

「ちょっと待って。せめて、お礼をさせて」

　啓太が立ち止まったので、急いで冷蔵庫を開け、ラップにくるんだカップケーキを取り出す。

　就職活動中に悶々と悩み始めた時、別の事をしようと思い立って作り始めた。

　自分でも食べているが、作る回数の方が多くなるので持て余し気味だ。

　キッチンの吊り棚から、ストックしている紙袋を取り出す。

「今朝作ったばかりだから賞味期限はまだ大丈夫。えっと、レーズンは食べられる人だっけ」

「……誰にあげるつもりで、作ったの」

「へ？」

　不穏な声に見上げると、間近にいる啓太から見下ろされていてびくりとする。

　珍しく警告を孕んだような口調に綾子は唖然とした。

「誰って」

「誰か来るの？　それとも、来たの？」

　微笑しているのに不機嫌。

　威圧的な態度に漠然とした苛立ちが芽生えたが、自分よりも長身で、整った面立ちが不穏だと素直に怖い。

　啓太は高校時代から常ににこやかだったし、だからこそ人気だったわけで、こういう彼には耐性がない。

　でも、いきなり訪ねてきてお弁当を持って来て、怒っている啓太はおかしい。

　綾子は言い返す。

「ストレス解消にマフィンを作ったらダメとかいう法律でもあるの。人にあげるために作ったのなら、こんなラップじゃなくて、もうちょっとマシな包み方をしてるし」

　綾子はマフィンを入れた紙袋を啓太の胸に押し付ける。

「忙しいだろうし、そんなに心配してくれなくても大丈夫だよ。こっちも大人だから」

「僕と会っていると、困るわけだ」

「どうしてそうなるの。忙しい中来なくていいって、言ってるの」

　就職活動なんて基本的にナーバスになるものだし、いろんな感情を制御するための忍耐が必要なものだ。

　選ばれるか選ばれないかが人格に関係ないとわかっていてもダメージは蓄積する。

　自分はそんな弱っている姿を人に見せられるタイプではない。それが悪いとでもいうのか。

　啓太は紙袋を受け取ると、それをキッチンの作業台に置きながら悪態づいた。

「ほんと、むかつく」

「ハァ!?」

　何から何まで意味がわからない。

　こっちの台詞だとキィッと牙をむきかけると、啓太の手が顎を掴んで綾子の顔を上向きにする。

「ちょっ」

　慣れた風に軽く重ねられた唇は冷たかった。すぐに頬が赤く染まったのは、恥ずかしさというより期待で、綾子は理性を総動員する。

　このままなし崩しにまた身体を重ねれば、心まで求め始めてしまう。

「綾子さ、男を家に上げて、ベッドに座らせて、引き止めるっていう、これが意味することわかってないよね。再会した時も思ったけど、隙があり過ぎでしょ」

　最初の居酒屋でもなんだかいろいろ説教されたけれど、既に矛盾がある。

　綾子は気持ちを落ち着かせるために、息を吸った。

「……啓太は同級生で、昔からの知り合いだもん」

「知り合いだったら、家に上げるんだ」

　寝るんだ、と言わなかっただけ配慮はあったと思うけど、珍しく嫌味たらしい口調だ。

　我慢も限界で綾子は肩を怒いからせた。

「自分だって私を家に上げて……引き止めたじゃないの。何なの、自分はダブルスタンダードが許されるの」

「それは」

　啓太の顔が強ばり、顎からやっと手が離れる。

「自分が知り合いの女の人を家に上げてるからって、私もそうだと決めつけるのは止めて欲しい。啓太にとって私は女じゃなくてただの同級生ってことだからかもしれないけど」

　それか『都合のいい女』か。鋭く自分自身を傷めつける言葉は、この言い争いの本質を突いたようで、すとんと綾子の腑に落ちた。

　啓太が瞬きを忘れたように、見下ろしてくる。その視線を冷静に綾子は受け止めた。

「綾子」

「……お弁当、ありがとう。もう帰って」

　啓太は作業台に置いたマフィンが入った紙袋を手に持ち、強い口調で口にする。

「また連絡する」

「就職が決まったら、こちらから連絡するから。自分の生活に集中して」

　キッパリと拒否すると、啓太はますます顔を強張らせた。

　それのに、きれいな形をした長い指の背で頬を優しく撫でてくる。

　啓太の持っている優しさがそこから流れ込んでくるようで、綾子は怒りを保とうと踏ん張った。

　けれど、そっと往復するように頬を撫でられる度に感情が軟化していく。

　悲しさを感じたら惨めになる。怒っている方が絶対にマシなのに、どんどん肩から力が抜けていった。

　その流れで唇をなぞられると、口の中がカラカラに乾いていく。

　小さな台所の冷気が、身体を侵食し始めたのに、立ち尽くしたまま動くことができない。

「……明日、また連絡する」

　啓太の顔が近づいてきて唇で唇を食はまれた。ズンと下腹に悦を伴う痺れが響く。

　下唇が優しく噛まれ、舌が唇を這い合間に熱い息が頬に触れる度、呼吸が速くなり胸が苦しくなった。

「……っ」

　先程までの威勢はなくなって、気づけば首筋に唇を求めるように頭を仰け反らせてしまう。啓太はそれに応えるように柔らかい首筋に舌を這わせ、首の付け根あたりに歯を立てた。

「んっ」

　チクリとした痛みに驚いて息が止まり、強く吸われて妙な高揚を覚える。

「ここらへんだよね」

　啓太はセーターの上から胸を噛んだ。

「また、痕が、消えなく……っ」

　再会した日の翌日。シャワーを浴びていると右胸のふくらみに、真っ赤な痕がついているのを見つけた。

　記憶では服を脱いだ覚えはなかったから、どこかで打ったのかと思っていたが、啓太は必ず同じ場所を噛んでくる。

　両脚の間が熱く疼いて啓太の腕を掴むと、彼はポツリと口にした。

「……本当に、ただ作っただけ？」

　ぼんやりとしかけた頭でも、どうしてそこにこだわるのだろうかと疑問が浮かぶ。

　お菓子なんて、料理の中の一つだろうに。それとも、お菓子作りが似合わないとでも言いたいのか。

「しつこい」

　掴んでいた啓太の腕を軽く叩く。

「昔は、お菓子作りなんてしてなかった」

「高校時代とか、十年も前のことじゃないの」

　確かに高校時代はそんな趣味を持っていなかった。

　バレンタインの友チョコだって、母親に作ってもらってでも手作りにこだわる女子が優勢の中、自分は購入をしていたほどだ。

　ピリッとしていた空気が緩みかけて、お互い目が合った。至近距離で啓太を見上げると、首がそれなりに痛い。

「人って簡単に変わらないから。昔から僕にとって綾子は……同級生というより女性だよ。あと、誰でも家に上げない」

「私だって」

　バカじゃないから、会ったばかりの人について行くリスクだってわかっている。

　久し振りに会ったのが同級生だったとしても『良い人』かどうかなんてわからない。啓太の家について行ったのは、確かに軽率だった。

「……職を失ったばかりじゃなかったら、啓太の家に行ってないし。ていうかさ、自分だって再会した同級生を」

　家に誘ったじゃないの言いかけたが、どうにも巨大なブーメランになって返ってきそうなので口の中でもごもごと消えていく。

「綾子じゃなかったら、同級生でも声も掛けないよ」

　そもそも高校時代の同級生の顔とか覚えてないし。

　啓太がらしくない事を呟いて、抱き寄せてきた。

　啓太の匂いがする。抱き締められた理由はわからないし、それを拒まない自分はもっとわからない。

　他の同級生なら声も掛けなかったって、それってどういう意味だろう。

　モヤモヤと考えていても、啓太に包まれれば暖かくてホッとして、綾子は目を閉じた。

　あの日は仕事が無くなって最高に弱っていたし、今だっていつものテンションじゃない。

　もしそんなシチュエーションじゃなければ、あの日の再会はどんなものになっていたのだろう。

　こんな胸が切なくなる気持ちを抱くことはならなかっただろうか。

　セーターの上から噛まれた箇所が疼いて、啓太の二の腕をぎゅっと掴んだ。
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『仕事を探してるって、どういうことなの』

　母親の勘はすごいと思う。

　日頃、連絡なんてしてこないのに、こんな時に限って近況を聞く電話ををしてくるのだから。

　綾子は座椅子に背もたれて膝を抱え、フローリングの床の溝をなぞる。

「えっと……」

　派遣先の契約が終了した時に、就職活動をすることにした。

　啓太と再会したことがきっかけであることは省いて簡単に経緯を説明する。

『正社員を目指すのはいいけど、早く決まらないとお金が無くなるわね』

「貯金もあるし、切り詰めて生活をしているから大丈夫」

　正社員を長年務めてきた母親は、何を否定することもなく『貯金が減るのは痛い』という一点だけを気にした。

　金銭的問題をズバリと突いてくるのはさすが身内というところだろうか。

　家賃に水道光熱費、もちろん食費も、生活費はかかるわけだから貯金は減る。

　母親が心配をするのは当然だが、自分なりに色々考えているつもりなのでちょっと傷ついた。

　就職活動はもう二カ月ほど続けていて、二社ほど面接が決まっている。

　職を探す過程で自分を見つめ直せたのは良かったと思うが、ポジティブに振り返ることができるのは仕事が決まってからだろう。

『ねぇ、こっちに戻ってきなさいよ。うちに住めばいいじゃない。別にそっちじゃないといけない理由はないでしょ』

「……まぁ、確かに」

　思ってもみなかったありがたい申し出にすぐに食いつけなかったのは、実家に戻るという選択肢を全く考えていなかったからだ。

　大学は家から通えない距離では無かったが、プライベートスペースが欲しかったので、両親を説得して一人暮らしをした。学費と生活費の半分は出してもらえたが、足りない分はバイトで稼いだ。

　学業とバイトの両立はなかなかにハードだったが、充実した学生生活を過ごしたと思う。

　その延長でここに住んでいるので、実家暮らしが想像できない。

　今は弟妹も家を出たので、プライベートの空間は確保できるはずだ。

『それか、婚活しなさいよ。婚活』

「それは、飛躍しすぎだわ……」

　就職がダメなら結婚で。専業主婦を狙えと言いたいのだろうが、昨今そんな甘い考えがまかり通らない。共働きを希望する男性の方が多いだろう。

『ねぇねぇ。橘さん家の奥さんにこの間、百貨店でたまたま会ったのよ。お兄さん、医者になったってよ。研修医っていうの？　綾子、付き合ってたでしょ。あんたは元気かと聞かれたわ』

　啓太からも彼の母親が、自分のことを気にしてくれていると聞いていた。本当に思い出してくれているんだという事実が素直に嬉しい。

　それに樹は優秀な人だからストレートで医者にはなっていたことに驚きはない。やっぱりという感じだ。兄弟揃って優秀な遺伝子というのは、親としても鼻が高いだろう。

　綾子そこで首を捻る。

　頻繁に会っている啓太が教えてくれなかったことの方が引っかかった。

　樹の話をすると機嫌悪くなるから、理由は聞かない。触らぬ神に祟りなしだ。

「樹さんとは付き合ってたけど、高校生の時だよ。それにしてもおばさんと百貨店で会うなんてすごい偶然だね。元気だった？」

『……綾子、あんたいい年なのよ。元彼が医者って聞いて、悔しいとかならないの』

「ならないかなぁ」

　塾に通って痛感したことだが、頭の良い人というのは本当に存在して、悔しいとも思えないレベルにいる。

　当時から樹は勉強を教えるのもすごく上手で、すごい人だという思いのみが残っていた。 

『綾子、勉強のことを考えているでしょ。元彼が医者になっていて、別れたことが悔しくないかって聞いてるの。連絡を取ってみないの』

「えぇ……。悔しいと思う程、深くお付き合いしてないもん。それに迷惑だよ。近況を聞いたから連絡とか……」

　医者になったと聞いたから下心で連絡しましたとか失礼すぎる。でも、ぐいぐい押してくる母親の気持ちはわからないでもない。

　啓太の実家は開業医で、クリニックは地元で評判が良い。

　綾子が異性の同級生の家に入り浸って勉強していても、文句を言われなかったのは、啓太の家がしっかりしていたからだ。

　娘が嫁に行くのなら……と欲が出るのは親心だろう。

　だが樹も啓太と同じで容姿が整っているのもあって女性には困らないはずだ。

　高校生の自分を選んだのは物珍しさからではないか。自然消滅したのがいい証拠だ。

　元カノという理由だけで連絡なんてできない。

　付き合っていた時は樹は医学部生だった。彼の優しい雰囲気を思い出して、押しの強い看護師に言い寄られても断れないのではないかと心配になる。

『綾子は昔から……』

「何よ」

『花より団子だから』

　母親が電話の向こうで溜息を吐いているが、それは否定できない。

　イケメンと豪華でおいしい料理なら間違いなく後者を選ぶ。今は仕事が欲しい。

『それだから橘さん家の奥さんもああやって心配してくれているのねぇ』

　啓太の母親に持たれている印象は『いつも元気にご飯を食べる子』なのは想像がつく。

　確かに出されたものを笑顔でおいしく全て平らげた。

『まぁ、いいわ。でもほら、結婚相談所っていうの？　あれに登録するならお金くらい出すわよ。一年だけ』

「まだ結婚の話が続くの？」

　一年間だけとちゃんと期限を設けてくる辺り、ダラダラ続けても費用対効果無しという、母親の人生経験を感じる。

　しかし、医者の元カレがダメなら結婚相談所という発想が我が母親ながら肉食系だ。

「彼氏の前に仕事が欲しいの。ちゃんと面接まで進んでるところ、いくつかあるから……」

『甘いわ、甘い』

　母親に話を遮られて、綾子は目を瞑る。相変わらパワフルだ。

『なんだかんだといって、相手を選べるのって二十代のうちでしょう。同じ金額を払うなら、女としてより良い条件のうちに入会するのが利口だと思うの』

　きれいごとを並べても世界は冷淡で、男性が若い女性を好む傾向があるのは事実だ。

　母親の感情を抜いた正論が、正論過ぎてぐぅの根も出ない。

『子どもが欲しいのなら、なおのこと早い方がいいのよ。彼氏がいるなら連れて来なさいな』

　彼氏と言われて、啓太の顔が頭に思い浮かんだ。彼は違う、元同級生で、セフレだ。

　胸がチクリと痛んで、それを打ち消すように母親に釘を刺す。

「親子間じゃなければさ、立派なハラスメントだよ」

『経験値が浅い若い人に、キツイことを言えるのが親しかいない世界になったのよ』

　コンプライアンスが叫ばれる中で、現在進行形で働いているのは母親の方だった。

　言葉の重みが違いすぎて、言い負かされた綾子は肩を落として「はい」と素直に返事をする。

『とにかく仕事探しの期限を設けて戻ってきなさい。減った貯金を元に戻して更に増やすには固定費を減らすのが一番なんだから』

「はい……」

　質実剛健の母親の言葉は重い。いざという時の貯金が大事なのは、一人暮らしも長いので身をもってわかっていた。

　もう一度、実家に戻ってくることを念押しされて電話が切られる。

「相変わらず、いろいろと強い人だなぁ」

　あのエネルギーを全開にされると、いつも圧に負けてしまう。

　綾子は立ちあがると、気持ちを切り替える為に電気ポットからお湯を注いで、ハーブティを作った。

　母親はパワフルで、テキパキと物事をこなす。そういう人の背中をずっと見て育ってきた。

　勉強して、大学に入って、就職してバリバリと働いて、そんなイメージが先行して、結婚を考えていなかった。

　かっこいい女性が主役のドラマやマンガのイメージを抱きながらずっと生きてきたのだけれど、『就職して』というところで躓いた。一つの業種にこだわった結果だ。

　就職の為に留年するなんてことは許されるはずもなく、まったく関係のない職種に派遣で働くことになった。

　あの頃は頭が固かったなと、綾子はハーブティを啜りながらベッドの上に置いたスマホを眺める。

「結婚ねぇ」

　啓太の顔が再び思い浮かんで、頭を振って残像を追い払う。『僕に永久就職なら、履歴書はいらないよ』なんて言うせいだ。それを覚えている自分がまた歯がゆい。

　ここにいない相手を責めて、綾子はハッと頭を上げた。

　居酒屋で身体で払うと綾子が失言をした時、冗談として受け取らない人もいる、とかなんかで詰めてきたくせに、自分はどうなんだ。

　永久就職なんてことを言われたら舞い上がって、ウェディング雑誌を持って押しかけてくる女の人だっているだろう。

　あの時、動揺してすぐに論破できなかった自分にも唸っていると、またスマホの着信音が鳴った。

　母親が言い忘れていたことでもあったのかと手に取ると、画面には『橘啓太』と名前が出ている。

　勝手に頬が朱に染まった。結婚の話題の後では何となく出づらい。

　ちょっと今は無理と思いつつ着信が切れるのを待ってみたが鳴りやまなかった。

　二十コール目で、綾子は根負けする。

　何か問題でも起こったのかもしれないと、心配になった綾子はスマホに飛びついた。

「もしもし。何かあった？」

『やっと出た』

　スピーカーから流れてくる、安心したような口調。それはこっちの気持ちだと、綾子の肩から力が抜ける。

「二十コールも、電話を掛け続ける？」

『ごめんごめん。部屋の電気が付いていたから、つい。今さ、下にいるんだけど、食事に行こう。下りて来てよ』

　お互いの家は離れているのだ。下にいるからという言葉に驚いて綾子は何も羽織らずにベランダに出た。

　吐いた息が白く変わる。身に沁みる寒さに耐えながら、身を乗り出し下の道路を見下ろすと見覚えのある車が止まっていた。

「いる……」

　ハザードをたいて停車している白い車が一台。その横を他の車が絶え間なく走行している。交通量が多いから、早く行かないと立派な迷惑行為だ。

「な、な、なんでそういつも急なの」

『じゃ、待ってるから。早くね』

「ちょっ」

　一方的に切られた。焦る気持ちを押さえながら、とりあえず部屋に中に入って、ベランダの鍵を閉める。

「こっちの都合とか、考えないの」

　そういえば最近、幾つかの誘いを断った。だからといって、いきなり来るのはどうだろうか。

　まだ湯気を立てているハーブティを横目に、綾子はバッグに財布を入れてコートを羽織った。

　戸締りをして部屋の電気を消すと、玄関に出ているハイヒールを引っかけて外に出る。

　ブツブツと文句を口にしながら、エレベーターを待っていると、ふと我に返った。

　突っぱねればいいのに、どうして何も考えずに用意して家を出たのだろう。

　チン、という静かな音と一緒にエレベーターのドアが開いた。足を踏み出せずにいると自然にドアが閉まって、階数表示が下がっていく。

　心地良い関係を壊したくないから、自分の気持ちを曖昧にしているのはわかっていた。

　綾子はもう一度、エレベーターのボタンを押す。

　化粧をしっかりしていなくても、部屋着のままでも、髪が多少ぼさぼさでも会える。それは心を完全に許してしまった人に対する態度だ。

　綾子はエレベーターに乗り込むと、唇を引き結んだ。

　甘えているのか、それとも好きなのか。何か決定的なことを言葉にして関係が壊れてしまうのが怖いくらいには、ずっと大事な人だ。その感情の答えはもう出ているのに、見ないフリをしている。

　綾子は胸のつかえを取るような大きな息を吐いた。

　実家に戻ってきていいという、母親の提案がありがたくなった。

　この関係を客観視するには、距離を取るが一番だ。

　恋愛というものにちゃんと向き合って来なかった。元々の性格もあって、この分野における偏差値が異常に低い。

　高校時代の啓太の印象は潔癖な人、だ。

　誰にでも優しくて、モテはするものの誰にでも線を引いていた。

　理想が高いのか、好きな人がいたのか、異性として同級生には興味が無さそうだということは、そばにいるからこそわかった。

　その啓太に当たって砕ける女子生徒が何人もいたのは知っている。彼女たちはとても勇気があったと思う。

　関係が壊れるのを怖がって当たって砕けるのを、就職活動を理由にして避ける自分は、とても弱い。

　少し沈んだ気持ちでエントランスから出ると、車の中から運転席にいる啓太がこちらを見て満面の笑みを向けてきた。

　胸がいっぱいになって、泣きそうになる。

　高校時代も話し掛けると、ずっと笑顔で接してくれた。

　戦友のような同志のような、そんな気持ちで接してきた過去がぐらつき始めている。

　啓太がこの笑顔を他の誰かに向けているのを見た時、自分は平気でいることができるだろうか。想像しただけで、胸が詰まって胃が捩じれたように痛い。

　でも、無職になることで無くなっている自信を恋愛で埋めようとしているのではないかと冷静に分析もしてしまう。

「乗って」

　窓を開けた啓太に促されたけれど足は動かなかった。

　その変わりに口からするりと言葉が滑り出る。

「……あの、もう、こういうの止めた方がいいと思って」

「何の話？」

　啓太は微笑みながら首を僅かに傾げて続きを促してくる。ごくりと生唾を呑んだ。時間を巻き戻して、言葉を訂正なんてできない。

　次の言葉を探していると、先に啓太が口を開く。

「母親から綾子のお母さんと会って話したって連絡があったんだけど、それと関係あるね」

　図星を突かれて、綾子は目を見張った。

　啓太はそれを肯定と受け取ったようで、なるほどと独り言ちる。

「こういうの、が何を指しているのかが僕にはわからないから、そうだね。ちゃんと話をしようか」

　わかっているくせに、と綾子の胃がギリッと痛んだ。

　心の整理ができていない内に関係が変わることに混乱し始めて、頭の中が真っ白になっていく。

　どうして自分から冷却期間を口にしたのだろうと考えてもわからない。

「僕の家と、綾子の家、どっちがいい？」

　話をするのは決定で、その場所だけを妥協なく選択をさせようとしてきた。

　今、話をしてもきっと流されてしまう。

　再会してからずっと密だった連絡を、緩やかにしたいだけ。そして、少し考える時間が欲しい。

　言える勇気もなく、それらしい言い訳を綾子はしどろもどろに口にする。

「もうそろそろ、金銭的にも実家に戻ることも考えないといけなくて。動きがあったら連絡するから」

「金銭的な問題なら、僕と部屋をシェアする？」

「……へ？」

　我ながら、間抜けな声が出た。

「仕事も落ち着いたし、オンラインでも仕事ができるから、広い家に引っ越そうと思っていた」

　綾子は部屋をシェアすることと、同棲はどう違うのだろうかと考えて、首を振った。

　その間にも啓太の車の横を、スピードを落とさない車がどんどん通り過ぎていって、綾子の中に焦りが増す。

「一緒に住めば、親が勘違いを……」

「……そっか。おばさんから兄さんが医者になったって聞いたから、ヨリを戻す気になったんだ」

　啓太は皮肉めいた表情を浮かべ、前を向いてポツリと言った。母親の話とのデジャブに、心臓がズキズキと痛みだす。

「母親同士が話で盛り上がれば、まぁ、連絡しやすいよね。邪魔者は消えた方がいい？」

「私、樹さんと、ヨリを戻すの？」

　どうして皆そんな風に思うのだろうと綾子は聞き返すと、啓太が難しい顔をして黙り込んだ。

　母親もそうだが、なぜそういう展開になるのかがわからない。

　樹とは本当に清く正しい交際で終わっていて、手さえも握っていないのだ。

　彼氏というよりも勉強を教えてくれたお兄さんと呼ぶ方が正しい。尊敬の念はあったが恋心ではないと今ならわかる。

　今、運転席で不穏な微笑を浮かべている啓太の表情に、やきもきしている自分の気持ちの方が、きっと恋に近い。

「……寒い中、立たせたままでごめん」

　啓太が目を伏せながら言った。なんだかんだでいつも通り気遣ってくれることに安堵した。

　手袋をしていない手がかじかんで感覚を失い始めている。無意識に手を擦り合わせていたらしい。再会した日も寒かったことを思い出した。

「啓太こそ、窓を開けてると寒いでしょ」

　啓太がまぁね、と微苦笑する。

　彼と再会していなければ、正社員を目指すのは後回しで生活を優先させて、今頃は派遣先が決まって新しい仕事を始めていただろう。

　その方が良かったのか、今はわからない。

「どうして、樹さんとヨリを戻すって思うのかな……。私は……」

　勉強を教わっていた時に、樹に付き合おうかと言われた。

　告白された時、樹の顔が潔癖で異性を友達としかみない啓太の顔とダブった一瞬を唐突に思い出す。

　あの時の自分は、全てを気のせいにした。

　このことは死んでも誰にも言え無いと唇を噛む。

「……いろいろ、自分でちゃんと考えたいと思ったの」

「一人で考えても、煮詰まるだけだよ。一緒に考えたら、より良い案が浮かぶかもしれない。『ちゃんと』は論理的と言うより、感情に偏りがちじゃないかな」

　啓太はハンドルを強く握って座席に背中を押し付けて、ふぅっと大きな息を吐いた。

　それから決意を目に灯した凛々しい顔を、ゆっくりと綾子を向けてくる。

　綾子には関係が壊れる音が聞こえてきて、ここから逃げ出したくなる衝動を必死に堪えた。

　一緒に考えたら、一緒にいたくなる。だから、一人で気持ちを整理したい。

　気付けば緊張した面持ちの啓太の唇が開くのを、綾子は瞬きも忘れて凝視していた。

「僕は綾子がずっと好きだ。一緒に住まないかと提案するのも、兄との関係が気になるのもそのせい」

「……うそ」

　啓太はますます目に強い光を宿らせ、強張った口角を無理やり引き上げた。

「嘘じゃないよ。大学受験が終わったら告白しようって思っていたのに、兄さんに横から掻っ攫われた」

　啓太が自分に告白をしようとしていたなんて、そんな素振りは全くなかった。

「綾子は鈍い。またかと思うと、既成事実を作りたくなるよ」

「既成事実って……」

　男女を結びつける既成事実は一般的には赤ちゃんだ。自分の頬だけでなく耳も熱を持つ。深い喜びと、どう反応して良いかわからない戸惑い。

　綾子が動揺していると、啓太は強烈な言葉を続ける。

「生理周期は安定してる？」

「な、な……」

「そっか、安定してそうだね。残念。永久就職してもらえるかと思ったのに」

　驚きのあまり呆然として反応が遅れたが、綾子はやっと我に戻った。

「……な、何を言ってるの。啓太は、女には興味がないって昔も今も……」

「綾子以外の女に興味はないね。勉強するためとはいえ、好きでもなければあんなに頻繁に家に誘うわけないでしょ」

　とりあえず、乗って。そう言われても、動けなかった。呼吸が早くなり、胸のふくらみがわかりやすく上下しているのがわかる。無意識のうちに、瞬きも繰り返していた。

　親友として扱われていると信じ込んできた。その方が自分が傷つかなかったから。今だって、啓太を傷つけるのも、自分が傷つくのも、怖い。

「……う、嬉しいけど、今は、ごめん」

　かわいくないことを言っている。

　素直に喜んで啓太の胸に飛び込めればいいのにできない。

　樹に啓太を重ねていたこと、今の自分には自覚がちゃんとある。

　今も昔も、何も気にしていないフリをして、結局はプライドのせいで動かないのだ。

　それに、高校から成績で争ってきたはずの啓太と、今は社会的な基盤に雲泥の差がある。

　その差を埋めるものが本当に何もない。

　家柄だってそうだ。彼の横に立てる資格があるとは思えない。

　せめて、仕事さえあれば。

　唇を噛んでいると、啓太が車を降りてきた。びっくりして固まっていると、助手席に回って来て、扉を開けてくれる。

「啓太」

「僕たちは無駄に頭が良くて、だからまず考えてしまう。社会的な釣り合いだとか、タイミングとか。……だからさ」

　啓太の手が背中を軽く押した。その温もりに身体がざわめいて、冷えて頑な心が少し溶ける。両脚の間はもっと顕著で、痺れと一緒に潤ったのが感じられた。

「身体の関係から再開できたのは、個人的には良かったと思う。本当に、妊娠してない？」

「し、してません」

　啓太が顔を近づけて囁いてくる。就職活動を進めながら、妊娠を聞いてくるなんて、啓太も相当におかしいとしか思えない。

「そっか、本当に残念だ。僕はこれからずっと、寝ても覚めても、綾子を抱きたい。そんな人生がこの後も続くのなら何を失っても良いよ。……家族もいらない。だって、新しく二人で作ればいいから」

　甘くて底冷えする言葉と、熱い吐息が耳に掛かる。

「好きだ。だから、頼るなら僕にして」

　やっと啓太が樹に連絡をしないのは、自分のせいなのだと気づいた。綾子が彼と付き合ったせいで、わだかまりができたのだ。

　車のライトも、走行音も、全てが聞こえなくなった。返事の代わりに、目から大粒の涙がいくつも零れる。

　誰かに甘え続ける人生なんてありえない。だから努力だけはしようと頑張ってきた。

　だけどいつからか心から緩みたい時があって。

　そんな時にそばに本当に大切な人がいてくれれば、どんなに幸せだろう。

「……なら、そばに、ずっといさせて」

　大好きだから、そんな大事な人を失ったら自分は消えてしまう。

　啓太の胸に唇を押し付けて言った言葉が届いたかはわからなかったけれど、彼は答えてくれた。

「無理やりでも繋げるから、覚悟して」

　しっかりと抱き締められて、安心しきって綾子は目を閉じる。

　自分のホームというのを始めて感じていた。

　いつからかガス欠状態で走り続けていた心に、何か大事なものが充填されていく。

「……でも、このまま負け犬で終わるつもりはないから。私、頑張って、啓太を追い越すまで、頑張るから」

　指先にまでも力が漲るような不思議な感じ。

　大きな目標があることで力が入っていく、あの懐かしい気力が体をポカポカと温める。

　大きな目標は、いつだって啓太だった。

「知ってるよ。全力て追いかけてきてよ。その方が僕も、もっと上を目指すことができる」

　あの時も、二人は知らずに切磋琢磨していたのかもしれない。だから、たくさん力を出せたのだ。

　綾子は啓太の背中に回して、「好きです。私と付き合って下さい」としっかりと口にした。







５．不思議な子








　菊池綾子は不思議ちゃん。それが第一印象だ。

　市内トップの高校入学式で、ひときわ目を引いたきれいな顔立ちをした子は、目をキラキラと輝かせ、壇上で挨拶をする校長先生を真剣な眼差しで見つめいていた。

　独特の緊張感が漂う入学式で、明らかに異質な存在だった。

　進学校に入学すれば優越感を満たすが、成績が落ちてしまえば落ちこぼれてしまう。

　そんな無意識に抱えたプレッシャーが他人を見下し、己の自尊感情を満たす行為に走らせるのだと思う。

　だからか、入学式はどことなくお互いを値踏みするような空気も孕んでいた。そんな中で綾子は入学式を楽しんでいるように見えたのだ。

　ああ、たまたま合格ができた子か。

　すぐにそう判断した。私立に行くつもりでＣ判定の公立を受けて受かった、内申点は良い子みたいな。

　これから三年間は苦労するだろうと勝手に同情しつつも、自分には関係がないと思っていた。

　彼女と同じクラスだったのは驚いたが、可愛い子が同じクラスだとざわつくクラスメイトを横目に、自分は既に大学受験のことを考えていた。

　優秀な兄を持ち、それに負けないように小学生から勉強にずっと励んできたのだ。

　目に見えないものに四六時中追われているような感覚から、精神的にも疲れ自然と人と距離を置くようになってもいた。

　誰にも興味が無いから人には優しくできる。そんな自分でも人に慕われるから、それで良い。

　そう生きていたからだろう。彼女──綾子のことが気になった。

　裏表のないサバサバした性格のようで、成績のプレッシャーとは無縁に感じられた。

　可愛いけれどそれを鼻に掛けない明るい彼女は、自然にクラスの中心にいる。

　成績が後ろの方だから、気楽に高校生活を楽しんでいるのだ。そう単純に考えていたが見事に裏切られた。

　だから入学後、初めての試験の成績発表で学年一位の自分の名前の後に『菊池綾子』の名前を見た時、頭を殴られたような衝撃を受ける。

『ねぇ、橘君。どうやって勉強しているの？』

　成績が貼り出されたその日のうちに、綾子は自分の席の所までやってきて、好奇心丸出しで聞いてきた。

　黒いサラサラの髪を耳の後ろに掛けながら、濁りのない目をキラキラと輝かせ、桜色の唇を動かす。

　これにも面食らった。こんなに真っ直ぐに、ライバルに勉強方法を聞くのかと。

『橘君って、顔も良いしスポーツもできるし、勉強もできるとか超やばいね。でも近寄りがたいかと思えば、そうでもないし。バレンタインデーとかエグそう』

　そんなことないよ。菊池さんの方が……、という相手からの褒め返しを待っているのかと斜に身構えたのに、次々に畳みかけてきた。

『私ね、数学が苦手なんだけどさ、良い参考書とか知らないかな。うち、弟も妹もいて自分一人で勉強しなくちゃいけないから、相性がいい参考書を探すのが命みたいなところがあって』

　綾子はあっけらかんと自身の事情を話す。彼女は純粋な興味を前面に出してくるから気構えずに会話ができた。こちらが拍子抜けするくらい、自分をただの一人の人間として見てくる。

　優秀な兄を持つ弟でも、医者の家の息子でも、成績優秀な生徒でもない、ただの自分でいることに、嫌な気はまったくしなかった。

　勉強を通じて会話を重ね、ある日塾の話になった。

『え、橘君も塾に行ってない派なの。同志じゃん、同志！』

　こちらの懐に真っ直ぐ一直線に飛び込んでくる綾子には面食らってばかりだ。

　これは人に慕われるわけだと納得したし、当然人気もあった。

　進学校は一部の天才を除けば、勉強一筋でやってきた人間も多いわけで、異性に対する免疫は少ない。

　経験値ゼロのところに、可愛い子が屈託なく褒めながらニコニコと話をしてくれるのだ。男女問わず、イチコロである。

『わ、佐さ藤とう君って字がきれいだね！　羨ましい！』

『榮えい倉くらさんって、すっごく姿勢がきれいだよね』

『園その田だ君、昨日は消しゴムを貸してくれてありがとう。これ、お礼のチョコ』

　別け隔てなくクラスメイトと接する綾子を、最初は呆れながら見ていたが、次第に目が離せなくなった。

　自分のような計算づくのムードメイカーではなく、生粋の人たらしである。

　ああ、イライラする。誰にも同じ態度を取って、誰にもでも笑顔で。

　そんな感情を抱くまでに時間はそんなにかからなかった。

　綾子と二人で勉強をし一緒に過ごす時間があることをクラスに匂わせ、下の名前で呼び始めたのは一年生の夏休み前。

『綾子、今日は勉強どうする』

『あ、お邪魔します！』

　綾子の背後から近づき、彼女の肩越しに身体を折って話し掛ける。その近さにクラスが僅かにざわめいて、話の内容に聞き耳を立てたのを感じた。

　そう、自分と綾子は特別な関係だ。

　周りに牽制をしても、当の本人は相変わらず誰にでも明るく気さくに振る舞う。

　綾子の家が勉強に集中できる環境でないと聞いたから、学校からも比較的近い僕の家で一緒に勉強しないかと誘った。

　一緒に勉強すれば相手のレベルもわかるから。

　そんな小賢しい言い訳は綾子の笑顔の前では溶けてしまう。一緒にいる時間はとても楽しかった。

　成績を追い抜かれてしまえばこの関係が終わる可能性がある。

　そんな緊張感に自然と勉学にも力が入った。兄のこと以外の理由で、勉強をしたのは初めてだった。

『ねぇ、啓ちゃん。菊池さんとお付き合いしているのなら、ちゃんと紹介して？』

　綾子の美しい容姿、行儀の良さと図々しさの良い塩梅にすっかり魅了されてしまった母親は、しきりにそう探りを入れてきた。

　正直、自分が聞きたい。

　綾子の肩や腕に何気なく触れても、参考書を覗き込む時に顔を近づけても、緊張に身体を強張らせてみたり、顔を赤くしたりすることは無い。　

　他の女子ならそういう反応をするから、気を付けて距離を取っているくらいなのに、綾子は全てを受け流す。

　自分は物心ついた時からかっこいいともてはやされ、告白もされてきた。

　高校になってもそれは変わらないのに、綾子の中で自分は友達でしかないらしい。

　救いは綾子が誰にでも同じ態度だったことだ。

　誰にでも気さくということは、特別に想っている人はいないということだからだ。

『啓太』

　向けてくれる笑顔に、何度も告白しようと思った。

『啓太みたいな友達ができて本当に良かった。男女の友情ってちょっとかっこよくない？』

　何の悪気もない言葉に、好きだという言葉を呑みこんだ。

『ずっと一位ってすごいよねぇ。尊敬しかないわ……』

　勉強という共通の『趣味』が無くなっても、こうやって一緒に過ごしてくれるだろうか。

『啓太がクラスのまとめ役をしてくれるから、うちのクラスはまとまってるんだろうね』

　違う。同じように勉強も運動もできるのに、鼻に掛けない綾子が隣にいるから、自然とまとまっているだけだ。

　あの夫婦、と揶揄するあだ名で呼ばれているのが耳に入ってこないわけではないだろうに、綾子は相変わらず普通だった。

　でも居心地はとても良くて、受験が終わるまではこのままの関係で良いと思っていたのにヒビが入った。

　兄の樹のせいだ。

『菊池さんってきれいだけど、カットモデルのバイトとかしてるの？』

『そんなに器用じゃないよ、綾子は』

　樹が綾子の後姿を目で追っていたのはわかっていた。

　でも兄には常に彼女がいる状態だったから、心配していなかったのだが、ある日突然告白された。

『啓太。俺、綾子ちゃんと付き合うことになったわ』

　大学受験を控えた夏だった。

　クーラーのよくきいたリビングで参考書を眺めていた時で、わき腹を殴られたような衝撃を受けた。

『……受験生に手を出したってことだよ。それ、ありえないでしょ』

『怒るなよ。あの子は絶対に受かる。色恋で浮かれる子じゃないじゃん。自分の容姿にもまるで無頓着だし』

　なんでお前が知ったような口を利くんだ。

　どす黒い感情が腹の中で渦を巻いて、それが表情に出ていたんだろう。樹は真正面からそれを見て、冷たい目のまま口元を微笑させた。

『……椅子取りゲームだよ。受験だって、過程がどうであれ、先に座った方が勝ちだろ』

　つまり、結果だよ。

　冷凍庫からチョコアイスを取った樹は、鼻歌を歌いながらリビングを出て行く。

　気づけば参考書を壁に投げつけていた。参考書がフローリングの上を滑り落ちて、肩で息をする自分の呼吸の音だけが部屋に響く。

　受験が終わったら告白しようと思っていた。そんな『いつか』なんて来ないと知った。

　勉強を一緒に頑張っているから、わかりあえていると思っていた自分の驕りが、綾子を他の男に取られる事態招いたと思うと、胃が捩じれるように痛んだ。

　好きだと伝えて綾子の顔が曇るのを見たくなかった自分の弱さのせいで、あの百戦錬磨の兄に綾子は抱かれてしまうのか。

　考えた瞬間、血が沸騰した。

　激しい頭痛が起きて、崩れるようにソファに座り込んだ。身を滅ぼすのではないかという怒りに叫びたいのを堪えた。

　学校で綾子本人に聞くと、兄とのつきあいをあっさりと認めた。

　何の後ろめたさもない表情に一番傷ついた。

『なんで、兄さんなの。しかも、この時期に』

『あ、えっと。あの。付き合おうって言われて』

　少しくらい言い訳をしてくれれば救われたのに。

『勉強を教えてくれる時、優しかったし』

　顔を俯かせて頬を染める綾子の表情は、初めてみるものだった。そんな顔をさせる兄が憎くて、自分が情けなかった。

「なんでだよ……」

　勉強を教えるなんて、自分だってやってきたし同じ条件だったはずだ。社交辞令でもおめでとうと言えなかった。

　それから受験勉強が本格的に始まり、お互い別々の予備校に通い始め、以前みたいに一緒にいることも少なくなった。

　兄と付き合うと聞かされてから、できるかぎり忙しくしたのもある。

　クタクタになって夜にベッドに入っても、彼等がシーツの上で何をしているのかを考えてしまい勝手に悶え苦しんだ。

　綾子と兄の話をすることも無いまま、クラスではいつも通りの同級生で、そのまま卒業した。

　ずっと、吹っ切ろうと生きてきた。それなのに、他の女性に言い寄られても、綾子の面影を探してしまう。

　綾子とつきあっている兄とは顔を合わせないようにするようにもした。

　大学の近くに一人暮らしをしている友人の家のシャワーを借りたりして、家にいる時間を可能な限り少なくした。

　そんな中で親しくなった友人と起業した会社が成功したのだ。

　仕事に忙殺されながら、もし綾子と再会することがあればと、何度もシュミレーションをした。

　記憶の中の綾子はいつも明るくて元気だった。

　落ち込めば周りに気取られないように、いつもより元気に振る舞っていた。自分の機嫌を他人に取らせない不器用で可愛い人。

　でも年月は残酷で、容易に人を変えてしまう。

　綾子が別人になっていれば諦めがつくだろうと思いつつ、連絡する勇気を持てないまま再会を夢見続けて生活をしていた。

　仕事に集中することで、全てをシャットダウンしていたある日。

　ビジネス街にある地下鉄の出入り口のそば、小雨の降る中で傘もささずスマートフォンを触っている女性が目に入った。

　会わなくなって何年も経つのにすぐに綾子だとわかり、文字通り雷に打たれたように震えた。

　大人の女性になった綾子が、とても弱ってるのがよくわかった。

　人前では気丈に振舞う綾子の、打ちひしがれた表情を見るのは初めだ。

　手を差し伸べて、優しくしたい。

　それなのに今なら彼女の心の隙に入り込めるかもしれないと、頭の中で卑怯な信号が激しく点滅する。

　仕事で辛苦を舐めたせいだろうか、動くべきタイミングに対し直感がよく働く。

　人を容易に信用しなくなった分、人の機微だけでなく自分の感情の揺れもよく気づくようになっていた。

　今だ、今だ、今だと、数年分の想いのうねりが自分を急かし、突き動かした。

『綾子？』

　近づきながら話し掛けたせいで声が遠かったのか、明らかに気づかないフリをされる。

　目を伏せている綾子の、他人を寄せ付けない雰囲気に期待と不安が入り混じった。

　記憶の中の綾子ならすぐに顔を上げたはずだから。

　兄のような女と見れば口説くようなバカな男が、綾子を変えてしまったのだろうか。あんなに素直で明るかったのに。湧きあがった苦しい感情に負けじと話し掛け続けた。

『やっぱり綾子じゃん。ここら辺が職場なんだ。てか、超久し振りだけど、元気だった？』

　ふんわりと綾子からシャンプーの甘い香り漂ってきた。目の前に綾子がいる奇跡に、胸いっぱいに大きく吸い込む。

　肩に手を置いて名を呼んで、やっと顔を上げてくれたが思った以上に覇気が無い表情に狼狽えた。

　元々色が白いのに顔色が悪いせいでさらに青白く見え、目は涙に潤んでいるのかぼやけている。それなのに、笑顔を浮かべてくれた。

　強烈な感情が体を走り抜けた。

　家に連れて行きたい。消化の良いものを食べさせて、横にさせてあげたい。綾子を、腕の中で守りたい。

『こんばんは。久し振り』

　元気を装うその笑顔に、綾子のそばにいなくてはいけないという気持ちが猛烈に身体を貫いた。

　樹と綾子が付き合うと聞かされた日から、もうずっとおかしくなっていたのだ。

　綾子の笑顔を引き出すのは自分のはずなのにと、行き場のない想いが自分を焦がし続けていた。

　他の誰でもない自分の横で、綾子は笑っていなければいけない。

　綾子が拒否できないように会話で逃げ道を塞いで、こちらに落ちてくるようにゆっくりと手繰り寄せた。

　こんな表情をさせた男よりも、自分の方が間違いなく絶対に良い男だ。

　綾子の細くて折れそうな手首を覆うように掴んで離さないと決めた。

　今の綾子に必要なのは休息だと、関係を深めるのに時間をかける覚悟もあった。

　けれど、綾子を前に情動を理性で抑えることは不可能だともわかっていたはずだ。

　玄関でその柔肌に引き寄せられ唇を這わせれば、自分のタガは簡単に外れた。

　そばにいるだけで自分を脈立たせる綾子の身体に夢中になって、心さえも満たされる快楽を初めて知り一気に溺れてしまう。

　短すぎるセックスの後、自分の横ですやすやと眠る綾子の寝顔が、高校時代のあどけなさと重なると、もっと欲しくなった。

　余韻はすぐに消し飛んで、この数年分の激しい情動に火が付く。

　質の良い睡眠の為にと理由を付けて、ブラジャーのホックを緩めた。

　皺くちゃになった服を全て脱がせたのは、着て帰る服が無ければ起きたとしても、この家にいるしかないと思ったから。

　寝ている綾子の耳たぶに唇を寄せる。

『今更彼氏がいると言われても、奪うから』

　そのまま熟睡し続ける綾子の柔らかい首筋を味わう。そのまま豊かな右胸のふくらみに唇を這わせ、張り詰める尖端を指の腹で優しく舌で転がした。

『んっ……』

　いっそ起きてくれないかと願い、綾子の甘くて好ましい匂いを吸い込みながら、口と舌で二つのふくらみを味わう。

　こんなに女性の身体に執着するのは初めてで、興奮している自分を止める術も知らない。

　自分の痕跡をつけるために、右胸に思いきり吸いつき、しっかりと赤い花を咲かせた。

　綾子の足の付け根に指を這わせると潤いは残っていて、一気に下腹部に燃えるような欲望が流れ込み、再び痛いくらいに自身が張り詰める。

　背中から綾子を抱き締めながら、蜜洞に入るように猛りを本能のままに両脚の隙間に滑り込ませた。深く貫くには体勢的に無理で、蜜唇に包み込まれるだけでも固く勃つ。

　ティーンエイジャーの夢想のように、寝ている好きな女を蹂躙していることに興奮した。

『あっ……、んっ……、なに……』

『ごめん、我慢できなかった』

　起きたのなら鋭く激しい情動のままに綾子を貫き抱き潰すこともできたが、彼女は夢うつつな状態で、すぅっとまた寝息をたててしまう。

　それでも良かった。ゆっくりと腰を突き動かし、ずきずきする劣情を血と共に身体の隅々にまで巡らせる。

『……あ……ん』

『可愛い、好きだよ、綾子』

　性には淡白な方だと思っていたので、こういう我慢をいままでしたことが無かった。

　彼女の白い首筋にキスを続ける。両脚からたまにするりと抜けた猛りを、蜜を溢れ出させる蜜唇に滑り込ませながら、華奢でひんやりとした身体を抱き締め続けた。

　豊かな胸は柔らかくも弾力があり、いくら揉んでも飽きることができない。

『ふぁ……あぁ……ん』

　綾子が呻く吐息を漏らすと、自分の理性が粉々に砕けて無くなってしまいそうだった。

　二度と離さないように。兄なんかに、他の男にも渡さないように。

　努力に努力を重ねた緩慢な動きを繰り返したのにもかかわらず、我慢の限界が近づく。

　猛りを両脚の合わせ目部分に強く擦り付ける。ぬるつきながら密着してくる花びらの中を何度も上下していると、張り詰めた肉棒は快楽に覆い尽くされた。

『……出、出る』

　敏感な花びらの内側に、熱く迸る証を勢いよく注ぐ。

　余韻さえ激しい快楽を伴い、解放されたのか囚われたのかわからないが、自分の理性を粉々にしたのは確かだった。

　彼女の両脚の狭間に指を伸ばせば、蜜と解放の証が混じっていた。

　強烈な経験の後の疲労に浸りながら、呆れるほど避妊には気を使ってきた自分の有様に笑いが出た。

『……はっ』

　もっと奥、外なんかではなく中に出したかった。興奮と本能が下腹部に流れ込み、猛りが脈動を取り戻し始めたが理性で抑える。

　本当に欲しいのは綾子の心だと、綾子の髪に口付けしながら宙を睨む。

　自分無しでは生きていけないくらいに、依存させるにはどうすればいいのだろう。自由な綾子は勘付けば無意識に遠くへ行きそうだし、嫌われる勇気は無い。

　髪に顔を埋めながら、鍋と刺身を嬉々として幸せそうに口に運ぶ綾子と、高校時代に母親が出したものをにこにこと食べる彼女が頭の中でだぶった。

　本質は何も変わっていない。すぐに警戒心を解いて家までやってくる綾子の無邪気がそれだ。

　もう、胃袋を掴むしかないじゃないか。古典的な方法に、笑いを押し殺す。

　部屋の中には情欲の生々しい香りが満ちていて、腕の中に寝息を立てる綾子がいた。

　それなのに、胸の中の黒いシミは消えないどころかもっと濃くなっていく。

　不安を打ち消すように綾子の首筋に軽く噛みついて舐めた。

　プライベートな話は一切しない兄の顔がチラついて離れない。

　本当に、あいつと連絡を取っていないのだろうか。

　綾子ちゃんは元気？　と顔を合わせれば探りを入れてくるあの兄と。







６．一緒に








　綾子は荷物を運び出して抜け殻になった部屋を腰に手を当てて眺めた。

　今日は長く住んだ部屋の退去日で、不動産会社の人が確認に来るのを待っているところだ。簡単な掃除も終えた部屋を改めて見回せば、部屋は意外に広かったことがわかる。

　啓太と想いを確かめ合った日から、啓太の強い勧めで彼の家で暮らすことになった。

　その日のうちに簡単な荷物を運び終えると言い張った啓太の行動力には引いたが、居住を移してから物事が急に動き出した。

　大手塾に就職も決まったのだ。

　実家に戻ることを提案してくれていた母親に就職と同棲の報告をすると、とても喜ばれた。

　結婚について探りを入れられるかと思ったが、娘に彼氏がいるとわかっただけで安心したようだ。

　それに相手が昔から知っている啓太だったので、好きにしなさいといった感じだった。

　約束の時間まで一時間ほど早めに来てしまったから、近所でも散歩しようかなと考える。既に季節は春に差し掛かっていた。ちょっと歩いたところにある梅の木がある公園に行ってもいい。

「啓太、近くの公園に梅の木があってね」

　洗面所から出てきた啓太は、へぇと興味を示す。

「それもいいけどさ」

　背後から抱き締められて、カーテンすらもかかっていないベランダの硝子に密着した自分達が映った。

　さわさわと胸を揉んでくる啓太の手の甲を捻る。

「痛いよ」

「当然でしょ」

「んー」

　潔癖かと思っていた啓太は、自分以外の女性に線を引いていたらしい。

　どうしてそれがわからなかったのかなと言われたが、綾子は言葉を濁した。

　部屋に呼ばれているのも、つるんでいる女子も自分だけだったけれど、彼との関係は親友だと思い込んでいたのだ。

　関係が変わることは、ある意味壊れることだ。

　無意識ながらもそれがわかっていて、わかりやすい関係に留まったのだと思う。

「ね、こっち」

　手を引かれて押し込まれたのは洗面所だ。

「運び忘れているものでもあった？」

　洗面台がある空間の奥にこじんまりとしたお風呂がある。バス・トイレ別で決めた物件だった。ドアを閉めて電気を消せば真っ暗になる。

　嫌な予感がして外に出ようとしたが、バタンとドアは閉められた。ドアノブに伸ばした手はやんわりと掴まれる。

「……今から不動産屋さんがくるんだよ」

「一時間後にね」

　洗面台の明かりだけを灯されて自分たちが鏡に映った。啓太は鏡越しに、ポケットから出したプラスチックの避妊具の包みを見せてくる。

　啓太の扇情的な表情から、綾子は視線を逸らした。

「……だから、今から」

　抗う言葉を口にしながら、きゅんとした痺れが下腹部に走る。

　啓太に少し押されて太腿の前部分が洗面台の縁に当たり、鏡に手をついて堪えた。

「押さないで」

「時間が無いのに、勃ったんだよね」

「あ、頭がおかしいんじゃ……っ」

　啓太が背中のブラジャーのホックを外した。下ろしていた髪をひとまとめにして、右側の肩に寄せると、左の首筋を貪るようなキスを浴びせてくる。

「んっ、早めに不動産屋さんが、来たら、どうするの」

「玄関の鍵を閉めてるから、来たらわかる」

　寒いというのに啓太の熱い手が胸のふくらみを包む込み、立ち上がった蕾を指の腹で転がす。

　体が甘く熱く高ぶっていき、鏡に映った自分と目が合う。愛撫の情熱に呑み込まれ、頬を紅潮させ目を潤ませながら、悦を受け入れている女がいた。

「……っ」

「綺麗でしょ。感じたら色気だけで僕を殺せるほどになるんだ」

　履いていたズボンが下着と一緒に膝の辺りまで下ろされた。腫れぼったく敏感になっている部分に啓太が指を滑らせる。

「もう蕩けてる。すごい」

「そういうことを、言わないで……っ」

　濡れそぼつた箇所を指で往復されて、甘い疼きが思考をどんどん浸食し、肌は快楽にどんどん火照っていく。

「あ……っん」

「良い声だよね。もっと聞かせて？」

　うなじを唇が這うだけでなく耳朶も唇で食まれていた。

　花芯は既にとろとろに溶かされ、蜜が内腿に零れて伝っている。奥を突いて欲しい気持ちが高まり、綾子はぎゅっと目を瞑って冷静であろうとした。

「啓太……、本当に、不動産屋さんが、来ちゃ……っ」

「確かに時間が無いね。早く挿れないと」

　弾んだ啓太の息が耳に吹きかかり、胸を弄んでいた手が臀部を二つに割り柔らかな合わせ目を押し開く。

　ひんやりとした外気が潤った場所に触れ、それから指がズッと奥まで入った。

「ひぁ……っ」

　頭の頂まで快楽が駆け上がり膝から力が抜ける。

　啓太の指はすぐに蜜に塗まみれ奥まで入り、短いリズムを刻みながら何度も蜜襞を擦り続けてきた。

　その度に快楽で身体から力が抜け、鏡に手を付いて懸命に身体を支える。

「あぁっ、あ……、だめ……、もう」

　愛撫に身を戦慄かせながら寄せてくる快楽に悶えていると指が抜かれた。

　最後までしなかったことにほっとした気持ちはあるが、悦楽の火が燻ぶっている。こんな気持ちのまま不動産会社の人と会う勇気は無い。

　彼等が来る前にマンションの前にある自動販売機で水を買ってきたい、と口にするつもりが、増やされた指が肉洞に押し入ってきて、大きな喘ぎ声が上げてしまった。

「あぁっ」

「ね、僕、今忙しいから、避妊具を開けてくれない？」

　視線を下に向けると洗面台の中に避妊具があった。ネチネチと粘着質の音を立てながら、啓太の指が同じリズムで動き続けている。

　達してしまう箇所を微妙に避けるその指使いが大きな陶酔を遠ざけて、じれったさが身を焦がして辛くてたまらない。

「も……やだぁ」

「ほら、早く開けて」

　ぷっくりと膨れた萌芽を擦られる。

「ひぁ……っ」

「中がヒクヒクしてるよ、綾子」

　蜜洞がもっと大きなものを欲しがり激しくうねっている。

　いつもなら啓太は何度も頂点に導いてくれる。今日はそれが一度もなくて、綾子は欲しくてたまらない本能に身を委ねた。

　避妊具の袋を開封して、それを啓太に震える手で渡す。

「ありがとう」

「ねぇ、お願い……」

　鏡越しに啓太が酔いしれた笑みを浮かべ、首筋に歯を立ててきた。全てがズキズキとした官能になって襲い掛かってくる。

「ひぁっ……あ」

「かわいいね」

　準備を整えた肉棒が蜜洞に押し込まれ、やっとだという安心感と肉棒の力強さに膝が折れて身体がふらついた。

「危ない」

　啓太が体を支えながら、欲望の猛りをみっちりと最奥まで埋めてきた。いつもより硬くて大きい気がして、官能が指先までを焦がしジンジンとした熱を運ぶ。

「いつもより、締まってるけど……。ほら見て、めちゃくちゃ綺麗だから」

　そっと後ろから顎を持たれて、くいっと持ち上げられる。後ろから貫かれ、快楽の極みの波に呑まれた、眦にも涙が薄っすら浮かんでいる自分が鏡に映っていた。

「……っ」

　鏡の中には愛されて悦びに蕩けるが女がいる。

　その後ろには雄の部分を開放し、女に与えられた快楽の虜になっている男がいた。

「啓太も、顔が……っ」

「綾子を抱けるだけで、僕は幸せに、なれ、るんだ」

　後ろからリズミカルに突かれて、自制心は粉々になった。

　臀部が打たれ粘膜が擦れあう。啓太と何度も肌を合わせているのに、この快楽の前に冷静さは空しく消え失せる。

「からだ、だけ？」

　鏡越しに掠れた声で問うと啓太は動きを止めた。

「そんなわけがないでしょ」

　後ろから頬を摺り寄せてきた啓太と、鏡の中で目が合う。

「綾子が好き過ぎて堪らないからに決まってる。綾子がいないと僕は幸せになれない。綾子がいなければワーカホリックになって、四十代後半くらいでボロボロになってこの世を去るよ」

　はちきれそうな官能の炎が、綾子の肌の下でざわめいた。

　想いを、彼の劣情全てを、どこまで受け入れることができるのだろう。

　綾子は自然と自ら腰を、挿入がしやすいように持ち上げる。

「だったら……」

　啓太がごくりと生唾を呑みこんだのが聞こえた。

　ここまで啓太が自分に執着する理由はわからないけれど歓びに身が震える。

　求められて与えることができる、その相手が啓太であることが嬉しすぎて堪らない。この感情は恋を超えた所にある気がする。

「もっと……、ちょうだい」

　ごくりと啓太が綾子の腰を掴む手にぐっと力を込め、肉襞を押し開いて猛りを痛いくらいの奥まで進める。傘が最奥をぐりっ、と突きあげて綾子は嬌声を上げた。

　肉棒を咥えこんだ蜜襞が離すまいと絡みつく。何度も抉られて洗面台を掴んで耐えるのが精いっぱいだ。

　お互い服を着たままで、陰部だけで繋がっていた。

　鏡に映るのは淫蕩に拭ける二人の表情だけで、それなのにもう高みに連れて行かれている。

　啓太が激しく腰を打ち付け、楔の存在を刻むように動き始めた。

　舌まで痺れるほどの陶酔が綾子を襲い、敏感な萌芽を指で弄ばれた瞬間に綾子の意識が弾け飛ぶ。

　啓太が歯を食いしばって、避妊具越しに白濁を迸ほとばしらせた。お互いの息だけが、洗面台に響く。

　啓太は綾子から肉棒を抜き、正面を向かせると抱き締めた。

「……高校生の時に付き合ってたら、絶対にお互い受験やばかった」

「確かに、志望校絶対に無理だったね」

　部屋でしていたのは勉強では無くて、セックスだっただろう。

　くすりと笑み合うと、それから唇をお互い貪るように求め合い、恍惚の余韻に浸り続けた。






７．ぶつけ合う








		
　綾子が無事に借りていた家を引き払い、啓太は彼女のシャワーの音を聞きながら、これでやっと本当の同棲が始まったと胸を撫でおろす。

　がらんどうの部屋で、綾子のほっそりとしたパンツスタイルの後姿を見た時、理性がかき消えた。

　ゆったりめのセーターから覗いた、スキニーのパンツで強調された上向きの形の良いお尻が目に飛び込んできたせいだ。

　感慨に耽っている綾子を洗面台の前に連れ込んで、性急に抱いてしまった。

　好きな女性が自らの手で快楽に押し上げられる姿を見るのはとてつもない甘美で。自分の指、舌、性器で達して脱力するのを見る度に性欲がどんどん高まっていくのだ。

　綾子を前にすると本能が優勢になるのをどうにかしたい。

　このままじゃどこでも抱いて嫌われてしまうのも時間の問題だと頭を抱えた。

　そして、もう一つ解決しないといけない問題がある。

　啓太は耳を澄ます。バスタブが大きいことを喜んだ綾子は長風呂の傾向があった。シャワーの音が止んだが出てくる気配が無い。長風呂タイムに入ったようだ。

　啓太は多少緊張しながらスマホで電話帳の中から兄の名前をタップした。

　兄から『綾子ちゃんと付き合っているのか』と単刀直入のメッセージが届いたのは一昨日。

　母親に付き合うことになったと報告したせいで、兄に話が回ったのだと思う。

　何回目かの呼び出し音の後に樹が出た。

『電話とか珍しい』

　喜んでもいないが弟を拒否もしていない兄の声は、悔しいほど緊張していない。

「メッセージの返事を、電話でしようと思ったんだ」

『ああ、綾子ちゃんのことか』

　馴れ馴れしく名を呼ぶなと言いたいが、樹は昔から綾子をそう呼んでいる。

「綾子と付き合ってる。同棲もしてるから」

　いつも飄々としている、動じない樹に一瞬の間があった。

『……マジか。母さんが言ってた事は本当だったんだ。そっか』

　残念そうな口調に、感情を見せるなんて珍しいと意外に思う。飄々としていて、誰にも本心を見せないイメージだった。

　樹はいつになく喋り出した。

　綾子と自然消滅した後、何度か連絡を取ろうとしたらしいが、連絡先が変わっていたという。ＳＮＳもしていないようで彼女と繋がれなかったらしい。

　啓太はスマホをぎゅっと握った。胸の中にあった不安が広がり、自然と視線が彷徨う。

『俺は好きなんだけどね。母親と父親に念押しされて、手を出さない約束を守ったくらいに』

「……」

　考えないようにしていた答えを知ることができたのに耳を疑った。額を撫でながら動揺を収めようとする。

『受験生に手を出すなっていうのは、その通りだよね。受験ってそれだけで人生変わるし』

「好きなんだ、って何。好きだった、ならわかるけど」

　受験生に対しての配慮ができたことには驚いたが、聞き捨てならない科白を聞き、被せ気味に聞き返した。

『え、今でも好きだよ』

「お前……」

　からかわれているのか、本気なのかがわからない。掴めない男への牽制を即座に思いつかないほどに動揺している。

『母さんが早めに連れて来いって。俺もその時はいるから、あ、キャッチが入ったから切るわ。またな』

「ちょっ……」

「誰かと電話してるの？」

　廊下へと続くドアが少し開いて、濡れた髪のままの綾子が顔だけ出して小声で尋ねてきた。

　スマホの画面を見て、通話が終わっている事を確認する。

「うん。電話してた」

　綾子は体が温まったのか頬はピンク色に染まり、唇も口紅を塗ったかのように色づいていた。

　啓太はスマホを置いて、求めて止まない綾子に手を伸ばしたが、立ち止まったままで入ってこない。

　樹の電話の内容と繋がって、猛烈な不安に襲われる。

　男と女の関係なんて、ちょっとしたきっかけで終わってしまうのだ。

　手を差し伸べたまま固まっていると、綾子が小首を傾げた。

「入っても大丈夫？」

「終わったよ。おいで」

　気を使っていたのかと安堵に胸を撫でおろす。風呂上がりの気怠い感じを漂わせながらリビングに入ってくる綾子の顔を見つめた。

　結婚をすれば、樹と顔を合わせる機会は増える。

　弟の自分から見ても樹は嫌味な位に男前で、ソツなく人生を生きている。欲しいものは必ず手に入れることができると信じて疑っていない。

「……風邪をひくから、髪は早く乾かした方がいいよ」

「長風呂しちゃって、ちょっと貧血気味で。少し休んでから乾かすね」

　はは、と笑う綾子に胸が痛んだ。こういう時に綾子との体力の差を痛感するのだ。

　無理させてはいけないとわかっているのに、触れたらもっと触れたくなって止まらなくなる。

「綾子、横になって」

「そこまでは大丈夫。ちょっと休んだら治るから。でも、ありがとう」

　にこりと笑ったその笑顔は、高校時代の綾子のそれと同じだった。

　付き合い始めてから、綾子は昔みたいな屈託のない笑顔を見せてくれる。

　樹が思い描いている綾子そのものだと思うと、付き合っているのは自分なのに狼狽えてしまった。

　樹は高校生の綾子に手を出さなかったと言った。たぶん、キスさえもしていない。

　成績もスポーツも出来の良い兄の背中を、ずっと追いてかけてきたからわかる。

　樹が本気で落としに来たら、綾子は今度こそ取られてしまう可能性がある。

　可能性ってなんだよ、と自分で自分に突っ込みながら、吐きそうなくらいの胃のむかつきを堪えた。






エピローグ








「綾子、兄さんにまだ好きだって言われたら、どうする？」

「兄さんって……樹さん？」

　綾子はタオルで髪を拭いていた手を止めた。

　何の皮肉かと啓太に視線を向けたが、彼は強張った表情のままで返事を待っている。

　考える間でもなく、綾子は口を開いた。

「啓太が好きですって言うけど……」

　啓太がびっくりしたような顔をしたので、綾子は反対に驚いた。

　今日の昼間、引き払う直前の部屋であんな恥ずかしいことをした相手に聞く事だろうか。好きでもなかったら、あんな所であんなコトまでしないに決まっている。

　啓太は疑わし気な眼差しのままで、綾子は心の中で首を捻った。

　好きで付き合っている人に、そんなことを聞かれているわけだから、怒っても良い気はする。

　でも、新しい就職先の仕事に慣れずに気を張る日々の中、わざわざ恋人と喧嘩をするつもりはない。

　どこかで失言をしたかもしれないと綾子は自分の言動を振り返る。ポロっと零してしまう言葉の中に、啓太を傷つけるものがあったかもしれない。

　綾子はソファに座ったまま微動だにしない啓太に近寄って、カーペットの上に座ると、彼の膝の上に手を置いた。

「その、自然消滅の理由は私がバイトを優先させたせいでもあるから、樹さんと会うことがあれば直接謝りたいとか、そういうのはあるよ。けど樹さんはモテるだろうから、私のことが今だに好きとかありえないというか……」

　張り詰めた兄弟関係が自分のせいだと自惚れたとしても、過去に付き合った男性が自分の事を好きと考えるのは恥ずかしいというか空しい。

「そういうありもしないことを真剣に考えるのって、地味に凹むというか……」

　同じ想像なら、宝くじが当たったらの方が自分的には楽しい。

　綾子が困っていると、啓太が珍しくぶっきらぼうな口調で言う。

「全然、ありえなくはない。それに、いま、兄さんの方がかっこいいって言った」

「え、私、そんなことを言ったっけ」

　ついに数秒前に言った事さえも自分で覚えていないのかと焦った。

「モテるって言った」

「えぇ……」

　唖然としたが目の前の啓太の翳っている目と歪んだ口元を見て気づいた。啓太は樹に嫉妬している。

「……綾子を見る男が、全員むかつく」

「いや、生きてたら男性とは会う……」

　珍しいくらいにしつこくて、誰と電話で話していたのかピンときた。たぶん、樹だ。

　これは、樹に啓太を重ねていたかもしれないなんて絶対に言えない。兄弟仲がもっとこじれてしまう。

　綾子は啓太の気持ちを宥めるように太腿と撫でた。びくりと彼が痙攣したのを見逃さない。

「なら言わせてもらうけど、啓太は高校の時だって告白されまくってたでしょ。ことあるごとに、黄色い声援をいっぱい浴びてた」

　膝立ちになると啓太のズボンのホックを外しファスナーを下ろした。

「綾子」

「その中の誰か大人になってとても綺麗になっていて、啓太の前に現れて好きだと言われたら、その人と付き合うの？」

「そんなことするわけがない」

「でも、啓太は私がそういうことをするって、思っているんでしょう」

　啓太がぐっと黙る。

　下着からまだ柔らかい彼自身を引き摺り出して、唇を撫でるように這わせた。

　啓太の期待の眼差しを受け止めながら舌で舐める。

「……シャワーを浴びてないから。それに、貧血って」

「もう大丈夫」

　啓太の注意を無視して柔らかいそれをぱくりと咥えこむと、口の中でみるみる内に大きく硬くなった。

　その変化の脈動が口腔で感じられて、じわりと綾子の官能に火が灯る。

　その薄い皮から感じる熱をもっと感じようと唇を濡らしてから頬を窄めた。

「……っ、わかった。僕が、悪かった。シャワーを」

　唾液を口の中に溜めて猛りを喉の奥まで咥えた。

　指で根元を持ってグチュグチュと上下に口でゆっくり扱きながら、切っ先の部分を舌で舐める。

　僅かに感じるしょっぱさと、彼の濃厚な匂いが綾子を夢中にした。

　口で伝えようがない想いがいっぱいあって、だから自分たちは月日を埋めるように抱き合い、お互いの存在を確かめようとする。

　こういう時は意識が曖昧で、ただ相手を愛したいと思うが不思議だ。

　啓太が体を震わせて、遠慮がちだが後頭部を押さえてきた。もっと深くという意味だ。

　口腔の柔らかい粘膜で包み込み、顎が痛むほど頬を凹ませながら何度も上下に扱いた。

「待って、出る……から」

　啓太が綾子の肩を掴んで制止したので、ゆっくりと口から肉棒を開放する。自分の唾液でぬめり反り返った猛りが目の前に姿を現した。

「……好きな人にしか、こういうことも、できないから。……今日だって」

　啓太になら何をされても許せる気がするし、何でもできる気がする。

　退去前の部屋で、しかも鏡の前で抱かれるなんて、良識があればできるはずがない。

　啓太と一緒だと何でもできる気がするから厄介だ。

「ごめん。僕が悪い。……ところで、挿れてもいい？」

　そう言いながら、カーペットの上に押し倒された。

　寝間着のショートパンツが下着と一緒に脱がされて、両脚を閉じようにも彼の身体がそれをさせない。

「私、啓太は本当に潔癖だと思ってたの」

「うん。僕も自分が淡白だと信じて生きてきた」

　準備が整った肉棒の切っ先を、両脚の狭間に擦り付ける。

　それだけで脳の奥が痺れて、蜜洞の奥が蕩けてくるのがわかった。

　くちくちとした音が聞こえてきて、啓太は綾子の片膝を抱えるとあっという間に肉洞に侵入してくる。

「ああっ」

「熱くて、とろとろで……。すごく良すぎて……」

　啓太が激しく奥を突いてきて、綾子の目の前にチカチカした光が点滅する。

「綾子以外、僕は、ダメみたいだ」

　シャツの上から乳房のふくらみを揉みしだかれ、蜜襞が愛おし気に猛りを締め付けた。

　啓太じゃないとダメなのは自分も一緒で、頷いて両脚を啓太の胴に絡みつける。

「あっ、あぁ、んっ……っ好き……」

　激しい律動に身を委ねながら啓太に届くように口にした。

　囚われる快さから離れられなくなりつつある自分に心地よさを感じている。

「僕の方が好きなのは、譲れない」

「負けず嫌い……」

　抱かれながら笑えるのも、啓太が相手だからだろう。彼の髪を撫でながら、微笑みかけた。

「それでいいよ」

　これは勝ち負けじゃないし、こうやって競い合うのも悪くない。

　またシャワーを浴びることになるなと思いながら、綾子は組み敷かれながら与えられる悦の中に堕ちて行った。
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　こんにちは。濃蜜ラブジュール様には初めてお世話になる水みず守もり真まさ子こと申します。お読みいただきありがとうございます。

　濃蜜ラブジュール様といえば濃いエロスというイメージがあり、濃いエロってどう表現するのだろうと考えながら、まずはキーボードを叩くことにしました。

　ティーンズラブに限らずですが、創作物ってこんな偶然あるのか、みたいなシチュエーションが多いじゃないですか。

　でも不思議なもので、現実でもひとつ何かが起こると数珠つなぎに関連する出来事が目の前で展開される、みたいなことって皆さま経験があるかと思います。（つい最近の私事ですと、二回連続で全然違う方からまったく同じ箱に入ったお菓子を頂きました。）

　そんな経験を言い訳に、ヒーローはヒロインへ失恋を拗らせたけど生来の性格の良さで完全に闇落ちできず、偶然の出会いをこれ幸い利用しヒロインの胃袋と心を絡み取って、ムッツリスケベを開花させた男性になりました。

　一方でヒロインは自立した女性であらねばという気持ちが強い。男性に甘えることが上手に出来ない頑張り屋の長女という感じですが、心を許せば一気に積極性が増すというエロめの女性となりました。

　進めながら、裸でしか話し合えない不器用さもいいなと。コミュニケーションの比重が体の関係に偏るエロさって切な美しい……。

　これが濃いエロ！　そんな妄想を膨らませながら、楽しく書かせて頂きました。

　あとがきで個人的な熱さを爆発させてしまって申し訳ありません。

　他社様で何冊か書かせて頂いておりますが、実はあとがきを書くのは初めてでして、あとがきになっていれば幸いです。

　最後になりましたが、お声がけいただきました編集長様。スケジュールを伸ばしていただきありがとうございました。（すみません……）

　そしてイラストを担当して下さった園その見み亜あ季き先生。先生の美しくもエロいイラストを拝見し執筆のスピードがあがり、エロシーンを追加したほどの興奮をお与えいただきありがとうございました。

　ではまた。お読みいただき、本当にありがとうございました！





水守真子
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